
友
好
を
振
り
返
り

　
　
　
　
新
た
な
交
流
の
き
っ
か
け
を

京
丹
後
市
の
教
育
改
革 「
小
中
一
貫
教
育
」を
柱
に

新
し
い
京
丹
後
市
議
会
構
成
決
ま
る

特
集
　
木
津
川
市
と
の
友
好
関
係
30
年
を
前
に
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政
ト
ピ
ッ
ク
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イ
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丹
後
町
と
木
津
町
と
の
間
で
友
好

町
盟
約
締
結  

丹
後
町
が
木
津
町
に
、「
観
光
優
待

券
」
を
送
る

木
津
町
立
図
書
館
に
、「
丹
後
町

コ
ー
ナ
ー
」
が
開
設
さ
れ
る

相
楽
郡
の
「
食
料
祭
」
に
、
丹
後

町
か
ら
特
産
品
を
出
展

木
津
町
立
小
学
校
の
修
学
旅
行
団

が
、
丹
後
町
で
漁
業
体
験
を
行
う
。

以
来
、
木
津
町
内
の
小
学
生
が
修

学
旅
行
で
毎
年
丹
後
町
を
訪
れ
て

い
る

　
本
市
の
旧
丹
後
町
と
木
津
川
市
の
旧
木
津
町
が
、
昭
和
58
年
１
月

に
友
好
町
と
し
て
盟
約
を
結
び
、
交
流
を
始
め
て
か
ら
、
来
年
で
30

年
目
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
、
こ
の
30
年
を
振
り
返
っ
て
み
る

と
と
も
に
、
今
後
皆
さ
ん
が
木
津
川
市
と
の
交
流
を
深
め
て
い
た
だ

く
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
、
木
津
川
市
の
見
ど
こ
ろ
を
紹
介
し
ま
す
。

友
好
を
振
り
返
り

新
た
な
交
流
の
き
っ
か
け
を

丹
後
町
が
木
津
町
内
の
幼
稚
園
、

保
育
園
、
小
中
学
校
に
、
給
食
食

材
と
し
て
イ
ワ
シ
1
万
５
千
匹
を

提
供
す
る

丹
後
町
少
年
野
球
チ
ー
ム
が
木
津

町
を
訪
問
し
、
親
善
交
流
試
合
を

行
う

島
根
県
隠
岐
の
島
沖
で
「
ナ
ホ
ト

カ
号
」
の
重
油
流
出
事
故
が
発
生

し
、
丹
後
町
の
海
岸
線
に
重
油
が

漂
着
す
る
。
木
津
町
長
、
木
津
町

役
場
職
員
・
消
防
団
員
等
が
支
援

に
駆
け
付
け
、約
１
カ
月
に
わ
た
っ

て
交
代
で
重
油
の
回
収
作
業
に
従

事
す
る 

 

京
丹
後
市
が
発
足

 

京
丹
後
市
で
、
台
風
23
号
に
よ
る

災
害
が
発
生
。
木
津
町
立
梅う

め

美み

台だ
い

小
6
年
生
か
ら
、
京
丹
後
市
に
お

見
舞
い
、
千
羽
鶴
、
激
励
の
手
紙

が
送
ら
れ
る 

 

京
丹
後
市
で
、
豪
雨
に
よ
る
土
砂

災
害
が
発
生
。
木
津
町
職
員
互
助

会
か
ら
、
義
援
金
が
送
ら
れ
る 

 

木
津
川
市
が
発
足 

京
丹
後
市
、
木
津
川
市
が
友
好
都

市
盟
約
を
締
結

木
津
川
市
の
少
年
少
女
合
唱
団
が

京
丹
後
市
を
訪
問
し
、「
少
年
少
女

合
唱
団
交
歓
演
奏
会
」
を
開
催

主
な
交
流
の
経
緯

特  集

▶
平
成
20
年
１
月
11
日
、
友
好
都
市
盟

約
を
結
ぶ
河
井
規
子
木
津
川
市
長
（
右
）

と
中
山
泰
京
丹
後
市
長

両
町
の
発
展
目
指
し
友
好
盟
約

　
昭
和
58
年
１
月
、
旧
丹
後
町
と
旧

木
津
町
は
、
友
好
町
盟
約
を
締
結
し

ま
し
た
。

　

締
結
式
で
は
、
京
都
府
の
北
端
、

南
端
に
あ
る
両
町
が
、
気
候
や
風
土

な
ど
が
異
な
る
環
境
の
中
で
、
お
互

い
の
産
業
や
観
光
に
つ
い
て
学
び
合

い
、
共
に
発
展
を
目
指
す
こ
と
が
約

束
さ
れ
ま
し
た
。

修
学
旅
行
団
の
来
丹
や
災
害
支
援

　
両
町
の
交
流
は
、
こ
れ
ま
で
に
旧
木

津
町
立
小
学
校
の
修
学
旅
行
団
が
旧

丹
後
町
で
漁
業
体
験
を
行
っ
た
こ
と
を

▶
交
流
戦
で
、
互
い
に
技
術
を
高
め
合

う
木
津
川
市
立
木
津
第
二
中
（
左
）
と

峰
山
中
の
野
球
部
員
（
峰
山
球
場
：
平

成
22
年
５
月
28
日
）

　平成 19 年３月12 日、木
き

津
づ

町、
加
か

茂
も

町、山
やま

城
しろ

町が合併して誕生し
ました。市名の由来となった木津
川（一級河川）が、市を南北に二
分するように流れています。
　奈良時代、聖武天皇が恭

く に の み や

仁京
（天平12 年・西暦 740 年）を置
いた地としても知られています。太
古からの歴史があり、ロマンあふ
れる文化財や豊かな自然、里山を
有するまちとなっています。

▲ナホトカ号の重油流出の際に、重
油の回収を行う旧木津町職員たち

木津川市
市木

人口 71,760 人
（平成 24 年 6 月1日現在） 

85.12平方㌔

京丹後市

市花

人口

面積

人口 59,957人
（平成 24 年 6 月1日現在） 

トウテイラン コスモス

ブナ サクラ

501.84平方㌔

木 津 川 市

は
じ
め
、
両
町
の
少
年
野
球
チ
ー
ム
が

交
流
戦
で
親
睦
を
図
っ
た
り
、
消
防
団

や
公
民
館
サ
ー
ク
ル
が
お
互
い
の
町
の

同
団
体
を
訪
れ
、
意
見
交
換
を
行
っ
た

り
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
９
年
の
ナ
ホ
ト
カ
号
重

油
流
出
事
故
の
際
に
は
、
重
油
が
漂
着

し
た
旧
丹
後
町
に
旧
木
津
町
の
町
長
、

職
員
、
消
防
団
ら
が
支
援
に
駆
け
付

け
、
約
１
カ
月
に
わ
た
っ
て
重
油
の
回

収
に
従
事
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
平
成
16
年
の
台
風
23
号
の

災
害
時
に
は
、
旧
木
津
町
立
梅う

め

美み

台だ
い

小
６
年
生
か
ら
、
千
羽
鶴
や
激
励
の
手

紙
が
届
く
な
ど
、
気
持
ち
の
こ
も
っ
た

支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

改
め
て
盟
約
締
結
し
友
好
深
め
る

　
両
町
の
交
流
は
、互
い
に
市
と
な
っ

て
か
ら
も
続
き
、
平
成
20
年
１
月
に

は
、
両
市
が
改
め
て
友
好
都
市
盟
約

を
締
結
し
ま
し
た
。

　
締
結
式
で
は
、
両
市
の
魅
力
を
最

大
限
に
発
揮
で
き
る
よ
う
、
幅
広
い

分
野
で
交
流
・
連
携
を
深
め
て
い
く

こ
と
な
ど
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

近
年
で
は
、
小
、
中
学
生
の
野
球

の
親
善
交
流
戦
の
ほ
か
、
両
市
で
開

催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
に
、
お
互
い
の

ブ
ー
ス
を
設
け
て
特
産
品
を
販
売
し

た
り
、
民
生
児
童
委
員
が
お
互
い
の

市
を
訪
れ
て
情
報
交
換
を
行
っ
た
り

す
る
な
ど
、
充
実
し
た
友
好
関
係
を

築
い
て
き
て
い
ま
す
。

木津川市を南北に分けるように流れる木津川

昭
和
58
年
1
月

昭
和
58
年
７
月

昭
和
58
年
11
月

昭
和
60
年
12
月

昭
和
61
年
５
月

昭
和
62
年
1
月

昭
和
62
年
４
月

平
成
９
年
１
月

平
成
16
年
４
月

平
成
16
年
10
月

平
成
18
年
７
月

平
成
20
年
１
月

平
成
19
年
３
月

平
成
20
年
11
月

木
津
川
市
と
の
友
好
関
係
30
年
を
前
に

友好を振り返り
　新たな交流のきっかけを

特  

集

木津川市との友好関係 30 年を前に

徳
と く

本
も と

 艶
つ や

子
こ

さん（網野町高橋）今月の笑顔

プロフィール
昭和 60 年 2月生まれの27 歳。網野
高校卒業後、京都市内の専門学校で情
報処理を学ぶ。6年前に帰郷し、現在は
丹後中央病院に看護補助員として勤務。
入院患者の日常生活や身の回りの介助
などを担当している。

◆京丹後市のおすすめスポットは？
　丹後町の砂方から見る夕日です。日本海に沈ん
でいく夕日を眺めていると、心がだんだんと穏や
かになりますよ。
◆趣味は？
　トランペットです。中学校のときに始めて、今
でも吹いています。丹後吹奏楽団に所属しており、
団員の皆さんと一緒に演奏するのも楽しみにして
います。
◆広報紙についてひと言
　私と同世代の人が載っていると、思わず目がい
きますね。これからも、若い方をたくさん載せて
ほしいですね。

市政トピックス	 P6
新しい京丹後市議会構成が決まる／久美浜
町域の 3 小学校と２中学校を来年 4 月に再
配置　ほか

京たんごスポーツ	 P18

みんなの広場	 P16

京都府のひろば	 P14

情報ファイル	 P20
市の文化財／ジオトピックス／宮川優のたんご
優遊見聞録／図書館だより／広報クイズ　ほか

京丹後のアイデアマン 梅田 肇さん（弥栄町溝谷）

目　次
index

航空自衛隊「経ヶ岬基地祭」に2000人／ス
イス村で芝桜まつり開催　ほか

まちのわだい	 P12

生命の絆	 P19

	 P8
京

わ が ま ち

丹後市の台所事情⑦／京丹後市の学校教
育改革、「小中一貫教育」を柱に　ほか

表紙企画「　　　　　」に登場していただける方を募集していま
す。ご希望の方は、広報広聴係（☎69-0110）までご連絡ください。
自薦他薦を問いません。

今月の笑顔

	 P2

京丹後人 ㉗	 P24

友好を振り返り
　新たな交流のきっかけを

特 

集

木津川市との友好関係 30 年を前に

健康だより	 P15
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平安時代末期の創建とされ、池を中心に、
東に薬師、西に阿弥陀を配する浄土式庭
園（特別名勝・史跡）が完存し、九体の
阿弥陀像を横一列に配置する、国宝九体
阿弥陀堂（くたいあみだどう）は、現存唯
一の建造物。堂内には吉祥天（きっしょう
てん）をはじめ数多くの国宝、重要文化
財の仏像がみられます。
住 木津川市加茂町西小札場 40 ア JR「加
茂駅」からコミュニティーバス当尾線「浄瑠璃
寺前」下車すぐ／ JR・近鉄奈良駅から「急
行バス 浄瑠璃寺前」下車すぐ Ｐ 有 問 木
津 川 市 観 光 協 会 TEL:0774-73-8191 ／
FAX:0774-73-8136

浄
じょう

瑠
る

璃
り

寺
じ

天平時代、聖武天皇の勅願で行基（ぎょ
うき）の創建と伝えられています。本尊
阿弥陀如来坐像（ほんぞんあみだにょら
いざぞう）、三重塔（写真左）、石室不動
明王（せきしつふどうみょうおう）、十三
重石塔（写真上）などの重要文化財を持
ち、あじさい寺としても知られています。
十三重石塔は、花こう岩製の石塔で、13
個の笠石（かさいし）を積み重ね、6.2 メー
トルの高さがあります。
住 木津川市加茂町岩船上ノ門 43 ア JR「加
茂駅」からコミュニティーバス当尾線「岩船
寺」下車すぐ／ JR・近鉄「奈良駅」からは「急
行バス 浄瑠璃寺前」下車徒歩約 40 分。ま
たはコミュニティーバス当尾線乗り換え「岩
船寺」下車すぐ Ｐ 有 問 木津川市観光協
会 TEL:0774-73-8191 ／ FAX:0774-73-
8136

岩
がん

船
せん

寺
じ

奈良時代の高僧、行基（ぎょうき）が、天
平12年 (740 年 )に開いた泉橋院や隆福
尼院（りゅうふくにいん）を前身とする寺
院で、行基創建四十九院の一つといわれ
ています　地蔵堂跡に露仏（ろぶつ）とし
て鎮座する石造地蔵菩薩坐像は、鎌倉時
代に作られたもので、高さが4.58メート
ルあり、坐像では日本一の石地蔵として
有名です。
住 木津川市山城町上狛西下 55 ア JR 上
狛駅より徒歩約 17 分／コミュニティーバス
で山城線（木津駅行きのみ停車）泉大橋下
車、徒歩約 3 分 Ｐ 無 問 木津川市観光協
会 TEL:0774-73-8191 ／ FAX:0774-73-
8136

　泉
せん

橋
きょう

寺
じ

（石
せき

造
ぞう

地
じ

蔵
ぞう

菩
ぼ

薩
さつ

坐
ざ

像
ぞう

）
白鳳時代末期に創建。「古今著聞集」（こ
こんちょもんじゅう）や「今昔物語集」
に出てくる‘蟹の恩返し’の縁起と、国
宝釈迦如来坐像（しゃかにょらいざぞ
う）で有名なお寺です。釈迦如来坐像
は蟹満寺の本尊で、高さ2.62メート
ル、重さ約2トンの銅像です。
住 木津川市山城町綺田浜 36 ア JR 棚
倉駅からコミュニティーバス山城線蟹満
寺口下車、徒歩約 9 分 Ｐ 有 問 木津
川 市 観 光 協 会 TEL:0774-73-8191 ／
FAX:0774-73-8136

蟹
かに

満
まん

寺
じ

旧奈良街道沿い約 600 ｍの間に約 40
軒の茶問屋が軒を連ねます。1920 年代
に、アメリカを中心とした海外に宇治茶を
輸出し、世界的喫茶文化に「茶」を加え
た茶問屋街です。
住 木津川市山城町上狛 ア JR 上狛駅から
徒歩約 5 分／コミュニティーバス山城線「茶
問屋街」下車すぐ 問 木津川市観光協会
TEL:0774-73-8191／ FAX:0774-73-8136

茶
ちゃ

問
どん

屋
や

街
がい

海住山寺は、加茂平野を見下ろす山の中
腹にあります。天平7年（735 年）に、
東大寺の良弁僧正（ろうべんそうじょう）
が開創したと伝えられています。国宝の五
重塔をはじめ、十一面観音菩薩や文殊堂
など多くの重要文化財があります。
住 木津川市加茂町例幣海住山 20 ア JR「加
茂駅」からコミュニティーバス奥畑線・加茂
通学線「海住山寺口」下車、徒歩約 15 分  
Ｐ 有 問 木津川市観光協会 TEL:0774-73-
8191 ／ FAX:0774-73-8136

海
かい

住
じゅう

山
せん

寺
じ

訪ねてみませんか
木津川市の見どころ
　木津川市には、海住山寺の五重塔や浄瑠璃寺の本堂、
三重塔などの国宝に加え、岩船寺の三重塔、十三重の
塔など、国が指定する重要有形文化財が多数あります。
（住→住所　ア→アクセス　Ｐ→駐車場　問→問い合わせ先）

1

2

3

5 6

4

1

2

3

5

6

4

茶
問
屋
街

加茂駅

加茂駅

加茂駅

加茂駅

友好を振り返り
　新たな交流のきっかけを

特  

集

木津川市との友好関係 30 年を前に
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川
か わ

村
む ら

 博
ひ ろ

茂
し げ

 副議長 岡
お か

田
だ

 　修
おさむ

 議長

6月定例市議会の様子

　
５
月
31
日
に
開
会
し
た
６
月
定
例
市
議
会
で
正
副
議
長
の
選
挙
が

行
わ
れ
、
議
長
に
岡
田
修
氏
、
副
議
長
に
は
川
村
博
茂
氏
が
そ
れ
ぞ

れ
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
常
任
委
員
会
委
員
な
ど
の
選
任
・
選

出
も
行
わ
れ
、
新
し
い
京
丹
後
市
議
会
の
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た
。

議
会
選
出
監
査
委
員　

�

足
達　
昌
久

常
任
委
員
会

　
 

総
務
常
任
委
員
会

　
　
◎
谷
口　
雅
昭　

�

○
藤
田　
　
太

　
　
　
池
田　
惠
一　
　

�

金
田　
琮
仁

　
　
　
谷
津　
伸
幸　
　

�

松
本　
聖
司

　
　
　
森　
　
　
勝

　

 

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　
　
◎
田
中　
邦
生　

�

○
由
利　
敏
雄

　
　
　
川
村　
博
茂　
　

�

橋
本
ま
り
子

　
　
　
吉
岡　
和
信　
　

�
松
本　
経
一

　
　
　
和
田　
正
幸

　

 

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
　
◎
中
村　
　
雅　

�

○
吉
岡　
豊
和

　
　
　
足
達　
昌
久　

�

芳
賀　
裕
治

　
　
　
平
林
智
江
美　

�

堀　
　
一
郎

　
　
　
三
崎　
政
直

議
会
運
営
委
員
会

　
　
◎
三
崎　
政
直　

�

○
森　
　
　
勝

　
　
　
田
中　
邦
生
　�

谷
口　
雅
昭

　
　
　
中
村　
　
雅　

�

吉
岡　
和
信

　
　
　
吉
岡　
豊
和

広
報
編
集
委
員
会

　
◎
川
村　
博
茂　

�

○
松
本　
経
一

　
　
金
田　
琮
仁　

�

谷
津　
伸
幸

　
　
芳
賀　
裕
治　

�

橋
本
ま
り
子

　
　
平
林
智
江
美　

�

松
本　
聖
司

  
 

京
都
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
　
議
会

　
　
　
田
中　
邦
生

　 

京
都
地
方
税
機
構
議
会

　
　
　
谷
口　
雅
昭

敬
称
略
（
◎
は
委
員
長 

○
は
副
委
員
長
）

　任期満了により京丹後市選挙管理委員会委
員が改選されました。任期は平成 24 年 6 月
2日から平成28年6月1日までの4年間です。
　改選後の初委員会が 6 月２日に開かれ、委
員長に川口健太郎さん、委員長職務代理者に
松本和成さんが選出されました。

　

京
丹
後
市
公
平
委
員
会
委
員
の
吉
岡
弘ひ

ろ

陞し

さ
ん
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
新
た
に
東

あ
ず
ま

哲さ
と
しさ

ん
（
久
美
浜
町
土
居
）
を
議
会
の
同

意
を
得
て
選
任
し
ま
し
た
。
任
期
は
、
平

成
28
年
６
月
３
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

　

今
回
の
再
配
置
は
、
市
が
平
成
22
年
12

月
に
策
定
し
た
「
学
校
再
配
置
基
本
計
画
」

に
基
づ
く
も
の
。
市
教
育
委
員
会
が
昨
年
２

月
、
拠
点
校
や
再
配
置
時
期
な
ど
を
定
め
た

同
実
施
方
針
を
策
定
し
、
こ
の
間
、
関
係
者

と
の
話
し
合
い
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

昨
年
10
月
に
は
、「
田
村
小
・
神
野
小
・

湊
小
学
校
づ
く
り
準
備
協
議
会
」（
事
務
局
、

市
教
委
）
が
発
足
。
ま
た
、
今
年
２
月
に
は

「
久
美
浜
中
・
高
龍
中
学
校
づ
く
り
準
備
協

議
会
」（
事
務
局
、
同
）
が
設
置
さ
れ
、
地

域
住
民
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
学
校
関
係
者
な
ど
が
、

校
名
を
は
じ
め
通
学
支
援
の
在
り
方
な
ど
新

た
な
学
校
づ
く
り
に
関
す
る
協
議
を
し
て
き

ま
し
た
。

　
各
小
中
学
校
で
は
、
交
流
学
習
な
ど
子
ど

も
同
士
の
交
流
を
深
め
る
取
り
組
み
が
積
極

的
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。　

　
市
が
６
月
定
例
市
議
会
に
提
案
し
て
い
た
「
京
丹
後
市
立
学
校
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
案
が
、
６
月
１
日
の
本
会
議
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
久
美
浜
町
の
田
村
、
神か

ん

野の

、
湊み

な
と

の
３
小
学
校
を
「
か
ぶ

と
山
小
学
校
」
と
し
て
、
ま
た
久
美
浜
、
高こ

う

龍り
ゅ
うの

２
中
学
校
を
新
た

に
「
久
美
浜
中
学
校
」
と
し
て
、
来
年
４
月
１
日
に
再
配
置
す
る
こ

と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

改
築
工
事
を
進
め
て
い
た
間た

い
ざ人
中
学
校

（
丹
後
町
）
の
新
体
育
館
が
こ
の
５
月
に
完

成
し
、
６
月
か
ら
使
用
を
始
め
て
い
ま
す
。

新
体
育
館
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
（
一

部
鉄
骨
造
）
地
下
１
階
・
地
上
２
階
建
て
。

延
床
面
積
は
、
約
１
４
１
０
平
方
㍍
で
す
。

　

旧
体
育
館
は
昭
和
41
年
の
建
築
。
平
成

21
年
度
の
耐
震
２
次
診
断
で
、「
コ
ン
ク
リ
ー

ト
強
度
の
著
し
い
低
下
に
よ
り
耐
震
補
強
工

事
が
実
施
不
能
」と
の
判
定
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、「
学
校
施
設
耐
震
化
計
画
」（
平

成
23
年
４
月
策
定
）
に
基
づ
き
、
昨
年
６
月

か
ら
改
築
工
事
を
進
め
て
い
ま
し
た
。

　
当
初
は
今
年
３
月
の
完
成
を
予
定
し
て
い

ま
し
た
が
、
地
中
に
数
多
く
の
転
石
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
工
期
を
延
長
。
旧
体
育
館
の
取

り
壊
し
を
含
む
全
体
工
事
は
、
８
月
中
～
下

旬
の
完
了
予
定
で
す
。

議会

新
し
い
京
丹
後
市
議
会
構
成
決
ま
る

議
長
に
岡
田
氏
、副
議
長
に
川
村
氏

5 月 31 日開会
6 月定例市議会

（新任）東
あずま

 　哲
さとし

さん

選挙

京
丹
後
市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
が
改
選

新
委
員
長
に
川
口
健
太
郎
さ
ん

人事行政

京
丹
後
市
公
平
委
員
会
委
員
が
改
選

新
委
員
に
東
哲
さ
ん
を
選
任

（新任）松
まつ

本
もと

 和
かず

成
なり

さん
（網野町木津）

（再任）川
かわ

口
ぐち

 健
けん

太
た

郎
ろう

さん
（大宮町奥大野）

（新任）川
かわ

溿
ばた

 英
ひで

昭
あき

さん
（久美浜町湊宮）

（再任）今
いま

西
にし

 岩
いわ

雄
お

さん
（丹後町間人）

教育

久
美
浜
町
域
の
３
小
学
校
と
２
中
学
校
を
来
年
４
月
に
再
配
置

新
学
校
名
は「
か
ぶ
と
山
小
」「
久
美
浜
中
」

市立学校条例の
一部改正案可決

教育
「
学
校
施
設
耐
震
化
計
画
」
に
基
づ
き
改
築

間
人
中 

新
体
育
館
が
完
成

新体育館は、6月8日の合唱祭で地域住民に披露

来
年
４
月
１
日
の
再
配
置
に
向
け
交
流
学
習
な

ど
を
積
極
的
に
実
施
。（
写
真
は
、
５
月
31
日
の

「
田
村
・
神
野
・
湊
小
学
校
交
流
行
事
」。
与
謝

野
町
の
古
墳
公
園
で
）
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シリーズ
　

京
丹
後
市
な
ど
地
方
自
治
体

の
歳
入
（
収
入
）
は
、大
き
く
「
自

主
財
源
」
と
「
依
存
財

源
」
に
区
分
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
自
主
財

源
は
、
市
が
自
ら
の
権

限
で
調
達
で
き
る
収
入

で
、
市
税
の
ほ
か
条
例

や
規
則
な
ど
に
基
づ
い

て
集
め
る
分
担
金
、
負

担
金
、
使
用
料
、
手
数

料
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

依
存
財
源
は
、
国
や
府

の
基
準
に
よ
っ
て
定
め

ら
れ
た
額
が
交
付
さ
れ

た
り
割
り
当
て
ら
れ
た

り
す
る
収
入
の
こ
と
で
、

普
通
交
付
税
を
は
じ
め

国
や
府
の
支
出
金
、
市

債
（
借
金
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

交
付
税
な
ど
の
依
存
財
源
を

獲
得
す
る
努
力
も
財
政
の
安
定

に
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
が
、
基
本

的
な
構
造
と
し
て
は
、
歳
入
総

額
に
対
す
る
自
主
財
源
の
割
合

（
自
主
財
源
比
率
）
が
高
い
ほ
ど
、

財
政
運
営
の
自
主
性
と
安
定
性

が
高
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　　

本
市
は
、
普
通
交
付
税
な
ど

の
依
存
財
源
に
大
き
く
頼
っ
た

財
政
構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
左
グ
ラ
フ
は
、
本
市
の
収
入
構

造
の
推
移
を
示
し
た
も
の
で
す
。

自
主
財
源
比
率
は
、
平
成
24
年

度
当
初
予
算
で
は
約
25
㌫
と
な
っ

て
お
り
、
平
成
21
年
度
か
ら
ほ
ぼ

横
ば
い
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

　
自
主
財
源
の
中
心
を
占
め
る
の

は
市
税
で
す
が
、
歳
入
全
体
の
約

16
㌫
（
平
成
24
年
度
当
初
予
算
）

と
、低
い
割
合
と
な
っ
て
い
ま
す
。

景
気
の
低
迷
な
ど
に
よ
り
、
平
成

25
年
度
以
降
も
市
税
の
大
幅
な

増
収
は
見
込
め
ず
厳
し
い
状
況

が
続
く
と
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
鳥

取
豊
岡
宮
津
自
動
車
道
・
大
宮

森
本
Ｉイ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
Ｃ
（
仮
称
）
の
平
成

28
年
度
供
用
開
始
予
定
を
控
え
、

企
業
立
地
や
観
光
誘
客
な
ど
、
市

域
活
性
化
の
た
め
の
施
策
を
現

在
、
懸
命
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
依
存
財
源
の
中
心
は
普

通
交
付
税
で
あ
り
、
歳
入
全
体

の
約
42
㌫
（
平
成
24
年
度
当
初

予
算
）
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

本
市
は
、
合
併
前
の
旧
町
ご

と
に
算
定
し
た
額
が
交
付
さ
れ

る
「
合
併
算
定
替
」
と
い
う
10

年
間
の
特
例
措
置
を
受
け
て
い

ま
す
。
こ
の
特
例
に
よ
り
、
平
成

23
年
度
は
本
来
の
交
付
額
よ
り

も
約
31
億
円
多
い
額
が
交
付
さ

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
特
例

も
平
成
27
年
度
か
ら
平
成
31
年

度
ま
で
の
５
年
間
で
段
階
的
に

縮
小
さ
れ
、
平
成
32
年
度
に
は

終
了
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
本
市
の
収
入
は

依
存
財
源
が
大
半
を
占
め
て
い

る
こ
と
か
ら
、
国
な
ど
の
政
策
に

よ
っ
て
大
き
く
影
響
を
受
け
る

財
政
基
盤
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

普
通
交
付
税
の
特
例
交
付
分

の
減
少
に
つ
れ
て
収
入
の
総
額

は
減
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
、
こ

の
ま
ま
で
は
現
在
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
継
続
が
困
難
に
な
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
た
め
本
市
で
は
、
普
通
交

付
税
の
特
例
交
付
分
の
減
少
に

備
え
て
「
合
併
特
例
措
置
逓て

い

減げ
ん

対
策
準
備
基
金
」
を
積
み
立
て
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
急
激
な
低
下

を
避
け
る
た
め
の
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
支
出
面
で
は
、
第
２

次
行
財
政
改
革
の
取
り
組
み
の

中
で
、
積
極
的
な
歳
出
削
減
に

努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

収
入
面
で
は
、
財
源
の
確
保

を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

税
な
ど
の
収
納
向
上
を
強
化
す

る
と
共
に
、
受
益
者
負
担
の
考

え
に
基
づ
く
使
用
料
、
手
数
料

な
ど
の
在
り
方
を
考
え
る
な
ど
、

将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
し
た
収

入
確
保
に
つ
い
て
の
検
討
を
進

め
て
い
ま
す
。

地方自治体の財源の仕組み

ガイド

今
な
お
残
る
根
強
い
意
識
や
制
度
、
さ
ま
ざ

ま
な
課
題

　

市
で
は
、「
京
丹
後
市
男
女
共
同
参
画
条
例
」
を

制
定
（
平
成
23
年
７
月
１
日
）
し
、
男
女
が
共
に

輝
き
、
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
ま
ち
の

実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
男

女
の
個
人
と
し
て
の
自
由
な
選
択
や
活
動
を
制
約

す
る
よ
う
な
意
識
や
制
度
な
ど
が
、
今
な
お
根
強
く

残
っ
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　
少
子
・
人
口
減
少
社
会
の
進
行
や
高
齢
社
会
の
到

来
な
ど
、
私
た
ち
の
生
活
を
巡
る
状
況
の
変
化
に
対

応
し
て
い
く
た
め
に
も
、
家
庭
や
学
校
、
職
場
、
地

域
で
、
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
、
誰
も
が
活
躍
で
き
る

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
が
必
要
で
す
。
市
民
の

皆
さ
ん
と
市
が
条
例
の
基
本
理
念
を
共
有
し
、
共
に

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

６
月
23
日
か
ら
29
日
ま
で
の
１
週
間
は
、「
男
女

共
同
参
画
週
間
」
で
す
。
私
た
ち
の
周
り
の
男
女
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
対
等
な
協
力
関
係
）
に
つ
い

て
、
こ
の
機
会
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
●
男
女
共
同
参
画
を
進
め
る
た
め
の
６
つ
の
考

　

え
方
（
基
本
理
念
）�

【
条
例
第
３
条
】

　
１　
男
女
の
人
権
の
尊
重

　
２　
社
会
に
お
け
る
制
度
や
慣
行
に
つ
い
て
の
配
慮

　
３　
政
策
・
方
針
の
立
案
、
決
定
に
参
画
す
る
機
会

　
　
　
の
確
保

　
４　
家
庭
生
活
と
他
の
活
動
の
両
立

　
５　
男
女
の
性
に
つ
い
て
の
理
解
と
生
涯
を
通
じ
た

　
　
　
健
康
お
よ
び
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
注

　
　
　
　
１
）
の
推
進

　
６　
国
際
的
協
調

　
　
（
注
１
）ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

　
一
人
ひ
と
り
が
や
り
が
い
や
充
実
感
を
持
ち
な
が
ら

働
き
、
仕
事
上
の
責
任
を
果
た
す
と
と
も
に
、
家
庭
や

地
域
生
活
な
ど
に
お
い
て
も
、
人
生
の
各
段
階
に
応
じ

て
多
様
な
生
き
方
が
選
択
・
実
現
で
き
る
こ
と
。

●
み
ん
な
の
役
割�

【
条
例
第
４
条
～
第
８
条
】

　

市
の
責
務

　
国
・
京
都
府
な
ど
と
連
携
し
、
市
民
の
皆
さ

ん
と
協
働
し
て
総
合
的
・
計
画
的
に
取
り
組
み

を
進
め
ま
す
。

　

市
民
の
役
割

　

社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
男
女
共
同
参
画

の
推
進
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

事
業
者
の
役
割

　

誰
も
が
働
き
や
す
く
や
り
が
い
の
あ
る
就

労
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

教
育
に
携た

ず
さ

わ
る
者
の
役
割　

　

男
女
共
同
参
画
の
視
点
に
配
慮
し
た
教
育

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

市
民
団
体
の
役
割　

　
運
営
や
活
動
上
、
男
女
が
共
に
参
画
で
き
る

機
会
を
確
保
し
、
推
進
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

●
禁
止
、
留
意
事
項�

【
条
例
第
９
条
、
第
10
条
】

　

性
別
に
よ
る
人
権
侵
害
の
禁
止　

　

性
別
に
よ
る
差
別
的
取
り
扱
い
、
ド
メ
ス

テ
ィ
ッ
ク・バ
イ
オ
レ
ン
ス
（
注
２
）、
セ
ク
シ
ュ

ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
注
３
）
な
ど
、
人
権
侵

害
に
当
た
る
行
為
を
行
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

情
報
お
よ
び
表
現
に
関
す
る
留
意

　

性
別
に
よ
っ
て
男
女
の
役
割
を
決
め
付
け

た
り
、
性
的
な
暴
力
を
助
長
・
連
想
さ
せ
る
よ

う
な
過
度
な
表
現
を
行
っ
た
り
し
な
い
よ
う

に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

男女共同参画推進者を表彰
　男女共同参画の推進に関す
る取り組みを積極的に行って
いる市民などを表彰します。
　表彰対象となる個人および
団体（事業者、市民団体、自
治会など）を募集しています
ので、多数ご応募ください。
　応募方法など詳しくは、6月
8日発行の「広報きょうたんご
おしらせ版」（7㌻）をご覧く
ださい。

 市民課（☎ 69-0210）

台 

京
わ が ま ち
丹後市の

台 

所
事
情

みんなで進めましょう

男女共同参画社会
薬物乱用「ダメ。ゼッタイ。」
　インターネットや携帯電話の普及を背景に、覚せ
い剤などの薬物乱用事犯は依然として高水準にあり
ます。特に青少年層における薬物乱用の深刻化が懸
念されています。
　薬物乱用は、周囲の誘いや興味本位から手を染め
るケースが多く見られます。薬物乱用に対する理解
を深め、絶対に手を出さないという自覚が大切です。

○ 依存性
　薬物の効果が切れるとまた
使いたくなり、自分の意思が
効かなくなります。購入資金
欲しさに窃盗、恐喝、強盗事
件を起こしたり、幻覚や妄想
によって殺人などの重大犯罪
を引き起こしたりするなど、家庭崩壊、社会生活の
破壊を招く要因になります。

○ フラッシュバック
　乱用をやめ、表面的には普通の生活に戻ったよう
でも、小さなきっかけで幻覚、妄想などの精神異常
が再燃します。

○ 薬物乱用による心身の影響
　脳を破壊し、多幸感や爽快感、めいてい、幻覚な
どをもたらします。

 健康推進課（☎ 69-0350）

薬物乱用がもたらす悪影響

誰もが尊重し合い、協力しな
がら、いきいきと暮らせる男
女共同参画社会を目指して

（
注
２
）ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス（
Ｄ
Ｖ
）

　

配
偶
者
、
恋
人
そ
の
他
の
親
密
な
関
係
に
あ
る
男
女

間
で
の
身
体
的
ま
た
は
精
神
的
な
苦
痛
を
与
え
る
暴
力

そ
の
他
心
身
に
有
害
な
影
響
を
及
ぼ
す
言
動
の
こ
と
。

（
注
３
）セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

　

相
手
が
嫌
が
る
性
的
な
言
動
に
よ
り
相
手
方
の
生
活

環
境
を
害
す
る
こ
と
。
ま
た
は
相
手
が
嫌
が
る
性
的
な

言
動
に
対
す
る
相
手
方
の
対
応
に
よ
っ
て
そ
の
者
に
不

利
益
を
与
え
る
こ
と
。

 市民課（☎ 69-0210）

「
自
主
財
源
」
と「
依
存
財
源
」

依
存
財
源
７
割
の
財
政
基
盤

歳
出
抑
制
と
自
主
財
源
の
確
保

収入構造の推移
依存財源　  自主財源　  普通交付税
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「
小
中
一
貫
教
育
」
は
、
中
学

校
区
を
単
位
と
し
て
、
校
区
内

の
小
学
校
と
中
学
校
が
緊
密
に

連
携
、
交
流
し
て
行
う
教
育
の

方
法
で
す
。

　

中
学
校
区
そ
れ
ぞ
れ
で
教
育

目
標
「
目
指
す
子
ど
も
像
」
を

設
定
。
教
職
員
同
士
が
、
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
や
指
導
方
法
を
工
夫

す
る
な
ど
し
て
、
そ
の
実
現
に

向
け
た
教
育
活
動
を
行
い
ま
す
。

義
務
教
育
の
９
年
間
を
見
通
し

た
一
貫
性
の
あ
る
学
習
指
導
と

生
徒
指
導
を
進
め
る
こ
と
に
よ

り
、子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
「
生

き
る
力
」
を
今
以
上
に
高
め
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

「
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
」
へ
の
適
切

な
対
応

　
中
学
校
に
入
学
し
た
段
階
で
、

子
ど
も
の
学
習
意
欲
が
低
下
し

た
り
、
不
登
校
や
問
題
行
動
が

増
え
た
り
す
る
こ
と
が
、
全
国

的
に
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、「
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
」
と

い
わ
れ
る
現
象
で
す
。

　

学
習
や
生
活
ス
タ
イ
ル
の
急

激
な
変
化
、
学
級
担
任
制
（
小

学
校
）と
教
科
担
任
制（
中
学
校
）

の
違
い
な
ど
に
子
ど
も
た
ち
が

適
応
で
き
ず
、
不
安
や
戸
惑
い

を
感
じ
る
こ
と
が
、
そ
の
要
因

の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
課
題
に
適
切
に
対
応
す

る
た
め
に
は
、
小
学
校
と
中
学

校
の
連
携
を
深
め
、
子
ど
も
た

ち
が
安
心
し
て
進
学
で
き
る
仕

組
み
づ
く
り
を
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

求
め
ら
れ
る
確
か
な
学
力
と

豊
か
な
心
の
育
成

　

子
ど
も
た
ち
が
、
変
化
の
激

し
い
現
代
社
会
に
適
応
し
て
い

く
た
め
に
は
、
知
識
や
技
能
を

活
用
す
る
力
、思
考
力
、判
断
力
、

表
現
力
、
そ
し
て
生
涯
学
び
続

け
る
意
欲
な
ど
が
、
ま
す
ま
す

重
要
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

必
要
と
さ
れ
る
力
を
、
子
ど
も

た
ち
に
し
っ
か
り
と
身
に
付
け

さ
せ
る
た
め
に
は
、
就
学
前
か

ら
中
学
校
卒
業
ま
で
を
見
通
し

た
継
続
的
、
系
統
的
な
指
導
が

大
切
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、学
校
関
係
者
か
ら
「
本

市
の
子
ど
も
た
ち
に
は
積
極
性

や
社
会
性
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
な
ど
に
や
や
課
題
が
感
じ

ら
れ
る
」
と
の
指
摘
が
あ
り
ま

す
。
小
学
生
と
中
学
生
が
行
事

や
体
験
を
通
し
て
交
流
し
、
互

い
に
学
び
合
え
る
体
制
づ
く
り

が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

学
校
や
校
種
を
超
え
た
幅
広

い
集
団
で
の
活
動
が
可
能
に
な

る
こ
と
で
、
豊
か
な
人
間
関
係

が
育
ま
れ
、
積
極
性
や
社
会
性

つながりの中に学びを育む
　京丹後市の将来を担う子どもたちの健やかな成長を育むためには、時代に的確に対
応した教育環境を整えることが重要です。市教育委員会では、「小中一貫教育」の実現
を柱とする「学校教育改革構想」の策定に取り組んでいます。今回は、本市が検討し
ている「小中一貫教育」の概要をお知らせします。

小中一貫教育研究モデル校の取り組み
　峰山中学校区（小中学校７校）

　中学校に配置した小中連携教員や市の小中連携講師
が、各小学校に出向いて体育などを指導。また、小学
校間の連携を進めるため、小学校連携専任の教員も配
置しています。
　土曜日を活用した小学生の部活動体験、中学校合唱
祭への小学生参加、教職員の合同研修など、さまざま
な交流を計画しています。

網野中学校区（小中学校５校）

　中学校に配置した小中連携教員や市の小中連携講師
が、各小学校に出向いて理科や音楽などを指導してい
ます。また、小学生が中学校の合唱祭に参加したり小
中学校の教職員が合同で研修を行ったりして、系統的
な学習指導や生徒指導を進めるなど、これまでの小中
連携の成果を生かした取り組みを計画しています。

学
校
教
育
課

☎
６
９
‐
０
６
２
０

京丹後市の学校教育改革、「小中一貫教育」を柱に

な
ど
の
伸
長
が
期
待
で
き
る
の

も
小
中
一
貫
教
育
の
特
徴
で
す
。

就
学
前
か
ら
の
一
貫
し
た
教

育
の
確
立

　

本
市
の
小
中
学
校
で
は
、
こ

れ
ま
で
か
ら
教
職
員
が
合
同
で

研
修
し
た
り
、
情
報
を
交
換
し

た
り
す
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
小

中
連
携
の
取
り
組
み
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。
こ
の
成
果
は
、
子

ど
も
た
ち
の
成
長
へ
と
着
実
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
が
目
指
す
小
中
一
貫
教

育
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
小
中
連

携
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
発
展
・

拡
充
し
、
よ
り
深
い
相
互
連
携

に
よ
る
教
育
活
動
を
展
開
す
る

方
針
と
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

幼
稚
園
や
保
育
所
と
の
連
携
を

密
に
す
る
こ
と
で
、
就
学
前
か

ら
中
学
校
卒
業
時
ま
で
の
系
統

的
で
一
貫
性
の
あ
る
教
育
の
確

立
を
図
る
も
の
と
し
ま
す
。

校
区
の
課
題
や
特
色
に
応
じ

た
在
り
方
で
全
市
域
で
実
施

　

本
市
で
は
、
小
中
一
貫
教
育

を
全
市
域
で
実
施
す
る
計
画
で

す
。
学
校
区
で
異
な
る
「
目
指

す
子
ど
も
像
」
や
学
校
数
、
教

小
中
一
貫
教
育
を
全
中
学
校
区
で

ガイド

地域住民が学校の教育活動に積
極的に参画・支援できる仕組み
を整えます。

小中学校の教員が合同で研修し、
授業や生徒指導の一貫性を高め
ます。

幼児、児童生徒が授業や行事で
積極的に交流することで、豊か
な心を育みます。

中学校教員が小学校高学年を教
えるなどの乗り入れ授業を進め
ます。

職
員
体
制
の
中
、
そ
れ
ぞ
れ
の

課
題
や
特
色
に
応
じ
た
小
中
一

貫
教
育
の
在
り
方
を
研
究
し
、

実
施
へ
と
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
校
区

ご
と
に
教
職
員
の
連
携
組
織
を

設
置
し
、
各
学
校
に
連
携
担
当

教
員
を
置
く
な
ど
、
小
中
一
貫

教
育
の
実
施
に
向
け
た
基
盤
づ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
年

度
は
、
峰
山
・
網
野
中
学
校
の

２
校
区
を
研
究
モ
デ
ル
校
に
指

定
し
、
今
年
４
月
か
ら
実
践
研

究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

学
校
と
地
域
の
連
携

教
職
員
同
士
の
協
働

交
流
授
業
・
交
流
活
動

乗
り
入
れ
授
業

※写真は、市内の小中学校の取り組みです

小
学
生
が
中
学
生
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
部
活
動

を
体
験
（
峰
山
中
学
校
で
）

　市教育委員会では、現在、小中一貫教育の実現を
柱とする「京丹後市の学校教育改革構想」の策定に
取り組んでいます。昨年度から、学識経験者などで
構成する「京丹後市小中一貫教育研究推進協議会」
（谷口良明会長、13人）と教育関係者でつくる「学
校教育連携専門部会」を設け、検討を進めています。
　今後、この構想を確定すると共に、モデル校の研
究成果を検証しながら、市全域での小中一貫教育の
展開を目指していきます。
　学校教育改革構想については、協議がまとまった
段階で、「パブリックコメント」（意見公募）により
市民の皆さんからのご意見を募集する予定です。

高乗　秀明 学識経験者（京都教育大学副学長）
岸田　薫子 学識経験者
谷口　良明 学識経験者
松田　晃弘 保護者代表（前市 PTA協議会会長）
野村　まり 保護者代表（前市 PTA協議会家庭教育委員長）
山副　祐子 市立幼稚園長会会長（峰山幼稚園長）
浜上　玉恵 市立保育所長会代表（島津保育所長）
清水　道子 市小学校長会会長（網野南小学校長）
⻆田　正文 市小学校教頭会会長（網野北小学校教頭）
三浦　明子 市中学校長会会長（弥栄中学校長）
松田　正夫 市中学校教頭会会長（網野中学校教頭）
吉岡喜代和 市教育委員会事務局教育次長
木本　勝幸 市教育委員会事務局教育理事

京丹後市小中一貫教育研究推進協議会の様子（5月29日）

●京丹後市小中一貫教育研究推進協議会委員（敬称略）

学校教育改革構想の策定へ

目指す小中一貫教育の姿

実践研究

小学校 小学校

中学校

幼稚園・保育所

中学校区の
「目指す子ども像」

中学校卒業
までの一貫
した指導

子どもと教職
員の積極的な
連携・交流

小中一貫教育のイメージ

義
務
教
育
の
９
年
間
を
見

通
し
た
「
小
中
一
貫
教
育
」

望
ま
れ
る
小
中
一
貫
教
育

目
指
す
小
中
一
貫
教
育
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国の登録有形文化財に指定（平成 11年）
されている大宮町の旧口大野村役場庁舎で
６月２日、「蓄音機コンサート」が開かれました。
明治から昭和初期に造られた手回し蓄音機
の奏でる音色が、来場者を魅了しました。

同役場庁舎は昭和４年の建築。「歴史的
建物が醸

かも

し出すレトロな雰囲気を生かした催
しを」と、口大野の公民館と区、蓄音機を
収集している地元の橋本哲男さんが演奏会
を企画しました。

今回の演奏会に用いられた蓄音機は、円
筒形の蝋

ろう

管
かん

レコードを再生する「エジソン蝋
管蓄音機」や花形のホーンが特徴的な国
産第一号機の「ニッポノホン 35 型」など、
1900 年前後に製造された４機種。橋本さん
が、１台ごとに特徴を解説しながらぜんまいを
巻き、昭和の名曲を会場内に響かせました。

戦前の歌謡曲「東京行進曲」や映画音楽
「エデンの東」など数十曲が流され、訪れた
人たちは、落ち着いた雰囲気の中で昔懐か
しいメロディを味わっていました。

　障害のある人たちと市民が触れ合い、絆を深めるイベ
ント「桃山の里ふれあいフェスタ 2012」（同実行委員会
主催）が 6 月 10 日、網野町の網野体育センター駐車場
で開かれました。約 700 人が訪れ、太鼓や踊りなどの
催しのほか、模擬店やフリーマーケットを楽しみました。
　オープニングでは、施設の利用者たちが「暮らしやす
く　働きやすいまちに」をテーマにメッセージを発表。「社
会の中で弱い人のことを真剣に考えてくれるまち」「働く
場所がたくさんあるまち」といった希望や関係者への日
頃の感謝の気持ちなどを述べました。
　網野高校吹奏楽部による演奏や恒例の「桃山の里よさ
こい踊り」の披露もあり、会場は盛り上がっていました。

　「かぶと山コンサート」が 6 月 2 日、久
美浜町の「かぶと山虹の家」で催されまし
た。世界で活躍するジャズピアニストの三
上クニさんらメンバー 3 人が、プロの演
奏を披露しました。
　コンサートは、地元のボランティアでつ
くる「印象久美浜スタッフ」（柿本正

まさ

大
お

会長）

　「芝桜まつり」が 5 月26日、弥栄町の丹後森林公園ス
イス村で開かれ、見ごろとなったシバザクラを一目見ようと
約 300人が訪れました。昨年に続いて 2 回目の開催とな
る今年は、8 万株のシバザクラが一斉に開花。スキー場の
ゲレンデにピンクのじゅうたんが広がりました。
　この日ゲレンデには、露店や食堂が開店。来場者は、食
事をしながら観賞したりするなど、思い思いに楽しんでいま
した。家族で来たという松江賢一さん（網野町下岡）は、「花
畑の中を歩くのは、とても気持ちが良い。空気もおいしいし、
花の甘い香りがする」と話していました。

　市は、子どもの魚離れが進む中、地元
の魚に親しみ、おいしさを知ってもらおう
と、6 月 5 日、久美浜ぎょそんセンター（久
美浜町湊宮）で、小学生を対象にお魚料
理教室を開催しました。
　この日、丹波小学校（峰山町）５年生
15 人が朝捕れたばかりの新鮮なトビウオ
を使った料理に挑戦。府漁協湊婦人部（和
田明子代表）の指導で、背開きや三枚お
ろしにして、姿揚げやだんご汁などを作り
ました。料理は全員で試食し、自分たちの
手で作ったトビウオ料理を味わいました。 
　子どもたちは「思ったより簡単」「料理
が面白い」と笑顔でコメント。同教室は、
府漁協網野、丹後両婦人部の協力を得て、
網野町や丹後町でも開催しました。

　「 経
きょう

ヶ
が

岬
みさき

基地祭」が 6 月 3 日、航空
自衛隊経ヶ岬分屯基地（丹後町）で開催
されました。市内外から家族連れなど約
2,000 人が来場し、陸空合同訓練やペト
リオットなど装備品の展示、基地内の見学
や乗車体験、自衛隊員との記念撮影など
を楽しみました。
　家族で訪れた義村莉

り

那
な

ちゃん（小学 5
年）と綾

りょう

哉
や

君（小学 2 年）は、体験コーナー
に設置された対空機関砲に乗って記念撮
影をしたり、背丈より長い銃を担いだりし
て楽しんでいました。
　また会場内では、特製豚汁の振る舞い
や峰山中学校吹奏楽部の演奏が行われた
ほか、F －１５J 戦闘機などの飛行展示で
は、多くのカメラマンがシャッターを切っ
ていました。
　同基地は、今年開庁 55 周年を迎え、府
丹後文化会館（峰山町）を会場に浜松基
地（浜松市）の中部航空音楽隊の記念演
奏会が 6 月 2 日に行われました。　

が主催。気軽に芸術に触れる機会の提供と、音楽を通し
て自然豊かなかぶと山の魅力を発信することを目的に平
成４年から始められ、今回で15回目の開催となりました。
　この日三上さんたちは、演奏曲のプログラムを組まず、
その場の雰囲気に合わせて選曲。これまでのクラシック
中心の音楽からジャズという新しいジャンルの演奏に挑
戦しました。
　会場からリクエストがあったジャズの名曲「Ａ列車で
行こう」のほか、ビートルズのメドレーやアニメ・アン
パンマンのテーマ曲「アンパンマンのマーチ」などをジャ
ズ風にアレンジして演奏しました。
　会場には約 120 人が訪れ、木の香りが漂い、リズミ
カルな天井の小屋組みと窓越しに見える新緑の優しい雰
囲気の中で、ジャズの演奏を楽しんでいました。 ▲対空機関砲に乗って記念撮影をする義村莉那ちゃん（右）と綾哉君（中央）

▶
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
上

げ
る
施
設
利
用
者
た
ち

▲湊漁協婦人部の皆さんに料理の指導を受ける子どもたち

▲窓越しの緑をバックに、心地よいリズムで曲を奏
でるピアニストの三上クニさん（左）とベーシスト
の池田聡さん（中央）、ドラマーの橋本学さん

▲来場者を前に蓄音機を操作する橋本哲男さん（手前）

▶
シ
バ
ザ
ク
ラ
の
観
賞
を
楽
し
む
来
場
者

旧
口
大
野
村
役
場
に
蓄
音
機
の
音
色

新
緑
の
か
ぶ
と
山
に
ジ
ャ
ズ
の
響
き

か
ぶ
と
山
虹
の
家
で
三
上
ク
ニ
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト

丹
波
小
児
童
さ
か
な
料
理
に
挑
戦

ゲレンデにピンクのじゅうたん広がる
スイス村・芝桜まつりに300人

桃山の里ふれあいフェスタ開催
施設利用者たちメッセージを披露

峰 山 町

大 宮 町 6月2日
久美浜町

6月10日
網 野 町

6月2日

5月26日
弥 栄 町

6月5日

旬
の
ト
ビ
ウ
オ
を
使
っ
た
料
理
教
室 口

大
野
公
民
館
な
ど
が
蓄
音
機
コ
ン
サ
ー
ト

「
経
ヶ
岬
基
地
祭
」
に
２
０
０
０
人

家
族
連
れ
な
ど
多
彩
な
催
し
楽
し
む
6月3日
丹 後 町
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「丹後新風土記」は、丹後広域
観光キャンペーン協議会のホーム
ページから無料で閲覧できます。
http://www.tangokankou.jp/

すこやかな妊娠と出産のために

　　　　　丹後建国1300 年記念プレ事業
　　　　第６回「北京都丹後ふるさと検定」
平成２４年１０月２０日（土）　午後１時３０分～

【京丹後会場】京都府丹後保健所（峰山町丹波 855）
１，０００円（高校生以下は無料、団体割引あり）
丹後広域観光キャンペーン協議会　（府丹後広域振興局　商工労働観光室内）
　☎６２‐４３０４　　FAX６２‐４３３３
＊最新の検定及び検定対策セミナーの詳細情報は、丹後広域観光キャンペーン協
議会のホームページから確認いただけます。

　

丹
後
広
域
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
協
議
会
で
は
、
皆
さ
ん
が
丹
後
の

魅
力
を
再
認
識
し
、
丹
後
に
愛
着
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
に「
北
京
都

丹
後
ふ
る
さ
と
検
定
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
来
年
、
丹
後
は
建
国

１
３
０
０
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
皆
さ
ん
も
丹
後
の

自
然
や
歴
史
、
文
化
な
ど「
丹
後
の
宝
」
を
再
発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

歴
史
や
名
所
な
ど
１
０
０
問
出
題

　
　市では、母子ともにすこやかな妊娠や出産を迎えられるように、さまざまな支援
事業を行っています。今回の健康だよりでは、快適なマタニティライフを送るため
に押さえておきたいポイントを紹介します。

　たばことお酒は控えましょう
　たばこに含まれるニコチンや一酸化炭素は、胎児の発
育に悪影響を与え、低出生体重児になる可能性が高くな
ります。たばこの害から赤ちゃんを守るため、妊婦自身
が禁煙することはもちろん、周囲の人も妊婦の近くでは
禁煙に協力しましょう。
　また、アルコールは胎盤を通しや
すいため、妊娠中の習慣的な飲酒
は、流産や早産、さらに胎児の脳
にも悪影響を与えます。授乳中も、
母乳を通じてアルコールが赤ちゃん
の体内に入ります。妊娠中、授乳中の飲酒は控えましょう。

　両親学級や離乳食教室を利用しましょう
　市では、出産を控えたプレママ、プレパパを対象
にした「両親学級」や、保健師が赤ちゃ
んを訪問する「新生児・乳児訪問」、離
乳食の調理方法や与え方をアドバイス
する「離乳食教室」など、赤ちゃんの
成長に合わせた支援を行っています。
　両親学級や離乳食教室では、同時期の赤ちゃんの
お母さん、お父さんが参加しますので、情報交換の場
にもなります。ぜひご参加ください。（いずれも無料です）
　また、子育てに悩んだり、「ちょっと聞いてみたい」と
思うことがありましたら、健康推進課の保健師・栄養士

（☎ 69-0350）まで、お気軽にご連絡ください。

マタニティマークを見かけたら気遣いを
　マタニティマークは、周囲の人に妊娠しているこ
とを知らせるなど、妊産婦に優しい環境をつくるこ
とを目的に設置されています。
　市内には、毎年 400人を超える妊婦が暮らして
います※。このマークを付けた人を見かけたら、近
くでの喫煙を控えたり、席を譲ったりして気遣いま
しょう。

（※）妊婦届出書の受理件数。平成 21年度は 433 件、22 年度、23 年
度はともに 406 件となっています。

　マタニティマーク

母子手帳にウンチの色見本を追加

　赤ちゃんと妊婦の健康状態や成長
を記録する「母子健康手帳」が 4 月

に改訂されました。胆
たん

道
どう

閉
へい

鎖
さ

症
しょう

など、赤ちゃん特有の
病気を早期に発見できるように「ウンチの色見本」が
新たに追加されました。また、予防接種の記録欄や自
由記載欄も増え、さらに充実した手帳となっています。
　妊娠中や乳幼児期にある母子は、健康状態が変化し
やすく、また赤ちゃんにとっては、この時期が生涯にわ
たる健康づくりの基盤となります。手帳をうまく活用し
て、健康管理に努めましょう。

妊婦健康検査で隠れたトラブルを発見
　市では、妊娠届出書を提出した方に対して、母子手帳
とあわせて妊婦健康診査受診券を交付※し、14 回分の

健診や検査にかかる費用の一
部を助成しています。
　妊婦健康診査は、母子の健
康状態をチェックするためのも
のです。
　自覚症状

がなく順調に見えても、トラブルが隠
れていることがあります。特に気掛か
りなことがなくても定期的に受診し、
健康状態や胎児の育ち具合を確認し
てもらいましょう。

お問い合わせ・ご相談は、健康推進課（☎69-0350）

（※）健康受診券の交付には、妊婦届出書が必要です。妊娠届
出書は、医療機関が妊娠を認めた方に対して発行するものです。

申 込 み

受 検 日
受検会場
受 検 料

　

北
京
都
丹
後
ふ
る
さ
と
検
定
は
、
今

年
で
６
回
目
。
丹
後
地
域
（
京
丹
後
市
、

舞
鶴
市
、宮
津
市
、与
謝
野
町
、伊
根
町
）

の
自
然
や
生
活
、
歴
史
や
名
所
な
ど
に

関
す
る
問
題
を
１
０
０
問
出
題
し
ま
す
。

　

70
問
以
上
の
正
解
で
合
格
。
合
格
者

を「
丹
後
観
光
口
コ
ミ
大
使
」に
任
命
し
、

合
格
認
定
証
と
バ
ッ
チ
を
交
付
し
ま
す
。

　

今
年
は
新
た
に
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー

ス
（
入
門
編
）」
を
新
設
。
基
本
的
な
問

題
50
問
を
出
題
し
、
35
問
以
上
の
正
解

で
合
格
。
合
格
者
に
は
合
格
証
書
を
交

付
し
ま
す
。

　

公
式
テ
キ
ス
ト
ブ
ッ
ク
「
丹
後
新
風

土
記
」
で
は
、
検
定
に
出
題
す
る
丹
後

の
自
然
や
歴
史
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

丹 後 検索 ➡

″
丹
後
ふ
る
さ
と
検
定
”
で
丹
後
の
魅
力
を
発
見
。

自
然
、
生
活
、
文
化
、
歴
史
な
ど
「
宝
」
が
いっ
ぱ
い

京都府で取り組んでい
る市民生活にかかわる
事業などについて紹介
しています。

久美浜町新町

　神谷神社の例祭。
神社に５基の太鼓台

（神
み こ し

輿）が集結します。
担ぎ手が、太鼓台を
頭上高くに持ち上げ
るなど、迫力ある技
を披露します。その後、
町内を練り歩きます。

神
かみ

谷
た に

太
た ち の み や

刀宮祭
さい

◀4月に改訂さ
れた母子健康
手帳。ウンチの
色見本のページ
が追加され、赤
ちゃんの健康状
態を把握しやす
くなっています

大 宮 町 谷 内

　奈良時代の僧「 行
ぎょう

基
き

」が
創建したとされる寺院。「お
不動さん」の名で親しまれて
います。境内から 祟

あらた

山
やま

山頂
へと向かう道沿いには、奥
の院や白

しら

糸
いと

の滝があり、山
頂には、日本海を見渡せる
展望台があります。

岩
いわ

屋
や

寺
じ

テキストの中から京丹後市の史跡、文化をご紹介

病 院



　
私
は
、
昭
和
31
年
に
峰
山
高
校
卒
業
後
、

大
阪
や
関
東
地
区
で
学
生
、
社
会
人
生
活

を
送
り
ま
し
た
。
定
年
を
機
に
一

時
峰
山
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
天
橋
立

の
ホ
テ
ル
に
８
年
間
勤
務
。
平
成

20
年
、
千
葉
県
へ
の
引
っ
越
し
を

機
に
、『
京
丹
後
ふ
る
さ
と
応
援
大
使
』
と

し
て
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を
は
じ
め
、
こ
と

あ
る
ご
と
に
名
刺
を
配
り
、
京
丹
後
市
を

Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
丹
後
半
島

の
知
名
度
を
伺
っ
て
い
ま
す
が
、
認
知
さ

れ
て
い
る
の
は
天
橋
立
ま
で
で
、
宮
津
以

北
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
複
数
の
旅
行
会
社
か
ら
毎
月

「
旅
の
カ
タ
ロ
グ
」
が
送
ら
れ
て
き
ま
す

が
、
丹
後
半
島
方
面
へ
の
ツ
ア
ー
企
画
は

や
は
り
天
橋
立
ま
で
…
。
次
は
、
城
崎
や

鳥
取
方
面
で
京
丹
後
市
は
飛
び
越
え
て
い

ま
す
。

　
ご
多
聞
に
も
れ
ず
、
京
丹
後
市
の
宿
泊

客
の
７
割
以
上
が
団
体
客
で
、
そ
れ
も
バ

ス
ツ
ア
ー
客
が
大
半
で
す
。
そ
の
う
ち
８

割
以
上
は
東
海
、
近
畿
地
区
の
旅
行
会
社

を
利
用
し
た
も
の
で
、
全
国
の
３
割
を
占

め
る
関
東
地
区
か
ら
の
観
光
客
は
ご
く
ま

れ
で
す
。

　
そ
こ
で
、
京
丹
後
市
の
知
名
度
を
上
げ

る
た
め
、
地
元
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
サ
イ

ト
『
マ
ク
ス
タ
』
内
に
ブ
ロ
グ
を
開
設
し
、

京
丹
後
市
の
観
光
情
報
コ
ー
ナ
ー
へ
誘
導

で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

市
の
情
報
、
観
光
の
目
玉
と
共
に
、
季
節

ご
と
の
行
事
・
イ
ベ
ン
ト
を
チ
ェ
ッ
ク
し

て
も
ら
い
、
観
光
旅
行
の
き
っ
か
け
と
な

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
私
個
人
の
ブ
ロ
グ
だ
け
で

は
ア
ク
セ
ス
チ
ャ
ン
ス
に
限
界
が
あ
る
の

で
、
様
子
を
見
た
上
で
『
マ
ク
ス
タ
』
の

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
京
丹
後
市
観
光
協
会
と

も
相
談
し
、
バ
ナ
ー
広
告
掲
載
も
考
え
て

い
ま
す
。

　
京
丹
後
市
は
、
他
の
地
方

都
市
同
様
、
人
口
流
出
の
歯

止
め
が
か
か
り
に
く
い
よ
う

で
す
が
、
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
素
晴
ら

し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
魅
力
あ
る
観
光
資
源
を
生
か
し
、

観
光
客
誘
致
を
推
進
す
る
こ
と
が
、
地
域

の
活
性
化
の
た
め
の
最
善
策
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
応
援
大
使
と
し
て
、
京
丹

後
市
観
光
の
振
興
に
向
け
て
、
Ｐ
Ｒ
を
続

け
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
マ
ク
ス
タ
」
内
に
開
設
し
た
山
本
さ
ん
の
ブ
ロ
グ

2012.0717 162012.07

▼
久
美
浜
産
の
と
り
貝
が
出
荷

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
楽
し
み
で

す
。若
い
人
た
ち
の
取
り
組
み
、

頼
も
し
い
限
り
で
す
。

【
網
野
町
・
60
代
・
女
性
】

▼
世
界
を
旅
さ
れ
た
芦
田
さ
ん

の
記
事
を
読
ん
で
、
丹
後
っ
て

本
当
に
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
な

ん
だ
な
と
改
め
て
思
い
ま
し

た
。【

丹
後
町
・
10
代
・
女
性
】

▼
和
久
傳
植
樹
５
周
年
祭
り
に

参
加
し
て
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
よ

り
、
暴
風
林
堤
が
よ
い
と
か
。

【
峰
山
町
・
80
代
・
男
性
】

▼
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
農
園
「
空
誌

土
」
に
去
年
初
め
て
行
き
ま
し

た
。
甘
味
、
酸
味
が
微
妙
に

違
う
事
を
教
え
て
い
た
だ
き

な
が
ら
、
と
っ
て
も
お
い
し
い

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
つ
み
と
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

と
き
の
野
村
加
奈
子
さ
ん
は
、

生
き
生
き
と
し
て
お
ら
れ
ま

し
た
。【

峰
山
町
・
70
代
・
女
性
】

ヌ
ー
ト
リ
ア
を
駆
除
し
て
も
ら

え
ま
せ
ん
か

農
作
物
被
害
な
ど
が
あ
る
場
合

は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

   

先
日
、
網
野
町
の
離
湖
で
ヌ
ー

ト
リ
ア
を
目
撃
し
ま
し
た
。
放
っ

て
お
く
と
農
作
物
に
被
害
を
与
え

る
の
で
、
何
と
か
し
て
も
ら
え
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
市
で
は
、
農
作
物
被
害
な
ど
が

あ
る
場
合
に
、
ヌ
ー
ト
リ
ア
の
捕

獲
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
場
合
は
、農
林
整
備
課（
☎

６
９
ー
０
４
３
０
）
ま
で
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

【
農
林
整
備
課
】

▼
今
月
の
笑
顔
、
若
い
人
も
さ
わ

や
か
で
す
が
、
健
康
で
長
生
き

さ
れ
て
い
る
長
寿
の
方
、ま
た
、

季
節
の
花
も
パ
ッ
ー
と
明
る
く

表
紙
に
咲
か
せ
て
み
た
ら
？

【
弥
栄
町
・
60
代
・
女
性
】

▼
Ｋ
Ｔ
Ｒ
峰
山
駅
を
発
着
駅
と
し

て
、
鹿
児
島
指
宿
ま
で
行
っ
て

来
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
の

▼
世
界
を
旅
さ
れ
た
芦
田
さ
ん
。

丹
後
の
魅
力
を
紹
介
さ
れ
た
こ

と
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。
こ
れ

か
ら
夏
場
に
向
か
い
、
大
勢
の

観
光
客
が
来
訪
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。

【
大
宮
町
・
70
代
・
女
性
】

▼
京
丹
後
市
の
文
化
財
の
紹
介
は

面
白
く
読
ま
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
も
っ
と
た
く
さ
ん
載
せ
て

も
ら
え
る
と
う
れ
し
い
で
す
。

市
内
に
あ
る
お
寺
の
紹
介
を
し

て
も
ら
え
る
と
い
い
で
す
ね
。

【
峰
山
町
・
60
代
・
女
性
】

▼
途
中
ヶ
丘
公
園
お
よ
び
峰
山

球
場
を
利
用
さ
れ
る
日
な
ど
何

ら
か
の
方
法
で
知
ら
せ
て
欲
し

い
で
す
。
応
援
や
観
戦
が
で
き

る
た
め
。

【
弥
栄
町
・
60
代
・
男
性
】

▼
き
ょ
う
た
ん
ご
６
月
号
。
い

つ
も
利
用
し
て
い
る
新
緑
の
木

津
温
泉
駅
。
や
は
り
地
元
が
紹

介
さ
れ
る
っ
て
う
れ
し
い
で
す

ね
。【

網
野
町
・
70
代
・
男
性
】

あ
る
駅
と
か
列
車
に
乗
り
ま
し

た
が
、
ホ
ッ
ト
す
る
の
は
峰
山

駅
で
す
。

【
峰
山
町
・
80
代
・
男
性
】

▼
毎
月
楽
し
く
読
ま
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
最
後
の
ペ
ー
ジ

が
お
も
し
ろ
い
で
す
。

【
峰
山
町
・
50
代
・
女
性
】

山
や ま

本
も と

　雅
ま さ

久
ひ さ

 さん（74）

千葉県千葉市在住
峰山町杉谷出身
京丹後ふるさと応援大使

「
京
丹
後
ふ
る
さ
と
応
援
団
員
」
の
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

故
郷
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
想
い
を
お
届
け
し
ま
す
。

（
大
宮
町
周す

枳き

）

 

故  

養や

父ぶ 

正ま
さ

史し 

さ
ん

　昭和 50 年４月から３期 12 年間
にわたり大宮町議会議員として活
躍。特に産業厚生常任委員会に８年
間所属し、国営農地開発事業および
児童福祉の充実に尽力。

【元大宮町議会議員】

みんなの声

京都府
環境保全功労者表彰（団体）

広
報
ク
イ
ズ
の
応
募
は
が
き
か
ら

イラスト

（
久
美
浜
町
西
本
町
）

 

和わ

田だ 

弘ひ
ろ

司し 

さ
ん
（
88
）【元久美浜町議会議員】

　碇高原牧場内でラベンダー畑を作
り、牧場や地域団体と協働で、イベ
ントなどを開催。地域の新たな観光
資源を創出し、地域力の向上に貢献
したことが評価されました。

　昭和 48 年 8 月から 18 年間にわ
たり久美浜町議会議員として活躍。
特に総務常任委員長として、火災・
風水害などに対処する消防団の組織
強化に尽力。

【網野町・20代・女性】

　地域の清掃や小学校へ環境をテー
マにした出前授業などの活動を実
施。長年にわたり、環境保全に貢献
したことが評価されました。

京都府
市町村・地域自治功労者表彰（団体）

海の見えるラベンダー畑の会
               （代表 　山口 洋子さん）

海
岸
の
清
掃
活
動
を
行
う

生
徒
た
ち
（
八
丁
浜
）

一
斉
に
咲
き
誇
っ
た
ラ
ベ

ン
ダ
ー
（
碇
高
原
牧
場
）

網野高等学校

ご
意
見
箱
か
ら

【久美浜町・10代・女性】

京
丹
後
市
観
光
の
振
興
に
向
け
て

叙　勲
旭日単光章（地方自治功労）

高齢者叙勲
旭日単光章（地方自治功労）



4位までに入賞した本市の選手を掲載。敬称略。名前横のカッコは、
学校名※、学年、記録の順。（※）峰→峰山中、大→大宮中、網→網野中、
橘→橘中、宇→宇川中、弥→弥栄中、久→久美浜中、高→高龍中

　第47回丹後ブロック中学校陸上競技選手権大会（北丹陸上競技協
会などが主催）が6月16日、峰山途中ヶ丘公園で開かれ、本市、宮津市、
与謝野町、伊根町内の合わせて18校の中学生が男女計32種目の競技
に出場し、タイムや距離を競いました。
　個人結果では、山田智世さん（網野中2年）が共通女子800㍍で大
会新記録の力走を見せました。総合結果では、女子の部で峰山中が優勝、
男子の部でも峰山中が準優勝と健闘しました。
　なお、本大会は京都府中学校総合体育大会の予選会を兼ねており、
各種目4位までに入賞した選手は、7月に西京極陸上競技場で開催され
る府下大会への出場権を獲得しています。

▲男子共通 4×100ｍリレーで
激走する選手たち

▲山田智世さん（網野中 2 年・写真左）は、女子800mで昭
和 57 年から破られなかった大会記録を塗り替えて優勝した

◀女子共通 4×100 ｍリ
レーで、バトンを受け取る
アンカーの選手たち

新

生まれてきてくれてありがとう
　このコーナーでは、弥栄病院で赤ちゃん誕生の瞬間を喜ぶご
家族の姿を紹介します。ご応募いただいた全ての方を掲載して
います。どしどしご応募ください。
　詳しくは秘書広報広聴課「生命の絆」係まで  ☎ 69-0110

大垣 蒼
そう

祐
すけ

ちゃん（男の子）
5月生まれ・3,200㌘

母：紗
さ

智
ち

さん　父：皓
こう

平
へい

さん

小森 心
ここ

乃
の

ちゃん（女の子）
5月生まれ・2,966㌘

母：志
し

乃
の

さん　父：政博さん

（久美浜町新町）

葊
ひろ

野
の

 柚
ゆず

希
き

ちゃん（女の子）
5月生まれ・2,800㌘

母：由
ゆ

貴
き

さん　父：雄太さん

（大宮町口大野）

西村 颯
はや

人
と

ちゃん（男の子）
5月生まれ・3,192㌘

母：祥
しょう

子
こ

さん　父：弥
や

寿
す

久
ひさ

さん

（網野町網野）

（大宮町善王寺）

2 年　100 ｍ
2 位 嶋﨑　　陸 （網2・12”2）
3 位 富田　晃司 （弥2・12”3）

１位 神村　翔太 （弥３・11”7）
3 年　100 ｍ

共通　200 ｍ
2 位 村岡　彰人 （久3・25”2）
3 位 葛井　凌也 （峰3・25”4）

1 位 吉岡　龍汰 （峰３・56”3）
共通　400 ｍ

3 位 和田　　翼 （久3・58”4）

1 位 石田　太成 （大３・2’05”2）
共通　800 ｍ

3 位 増田　佑哉 （峰3・2’08”9）
4 位 吉岡　航汰 （峰3・2’09”1）

1 位 松江　　薫 （網1・4’43”3）
１年　1500 ｍ

2 位 山本　裕司 （高1・4’45”6）

4 位 熱田　賢哉 （大2・4’30”4）

3 位 井上　雄斗 （大1・4’46”5）

共通　1500 ｍ
1 位 片山　幸大 （網3・4’26”2）
2 位 辻　　大樹 （大3・4’26”6）
3 位 関　　明訓 （高3・4’29”2）

１位 末次　晟人 （網1・12”8）
1年　100 ｍ 共通　3000 ｍ

１位 岡本　拓也 （網3・9’43”9）

共通　110 ｍハードル
3 位 古泉　伊織 （久3・17”9）
4 位 番場　　績 （大3・18”2）

低学年　4×100 ｍリレー
１位 吉岡　　隼 
　　 末次　晟人
　　 奥谷　優太
　　 嶋﨑　　陸

（網・50”5）

2位 岸田　侑己 
　　 塩谷　優真
　　 城下　　元
　　 北田　幸佑

（峰・51”2）

共通　4×100 ｍリレー
3位 多賀野将椰 
　　 吉岡　龍汰
　　 石田　智彦
　　 吉浪　拓海

（峰・48”4）

4位 村野　武広 
　　 和田　　翼
　　 今田　智仁
　　 村岡　彰人

（久・48”6）

2 年　100 ｍ

3 年　100 ｍ

共通　200 ｍ
3 位 足立　有香 （高3・29”7）

1 位 山田　智世（網2・2’25”0）
共通　800 ｍ

3 位 川村　　楓（大3・2’30”5）

共通　1500 ｍ
2 位 嶋本麻菜美 （峰3・4’57”9）

共通　100 ｍハードル

3 位 引野　那美 （網3・18”3）
4 位 金森　千怜 （峰2・18”4）

共通　4×100 ｍリレー
1 位 上羽　　芹 
　　 田中　香帆
　　 吉岡　里穂
　　 城下　若葉

（峰・53”0）

4位 吉岡　　楓 
　　 末次　涼花
　　 田茂井美乃
　　 山本　智己

（網・56”5）

共通　走高跳（はしりたかとび）
4 位 坂本　頼謹 （橘3・1ｍ65）

共通　三段跳（さんだんとび）

共通　走幅跳（はしりはばとび）

2 位 畑中　　涼 （大3・5ｍ59）
1 位 大江　賢弥 （宇3・5ｍ62）

2 位 坪倉　憲生 （大3・11ｍ09）

共通　砲丸投（ほうがんなげ）

共通　円盤投（えんばんなげ）

共通　四種競技

3 位 豊田　航平 （峰3・9ｍ59）
2 位 粟野　康生 （峰3・10ｍ09）

1 位 家谷　崚平 （峰3・29ｍ23）
3 位 清水　大那 （大2・26ｍ26）

3 位 森　　敬洋 （峰3・1648点）
2 位 村野　武広 （久3・1719点）

共通　砲丸投（ほうがんなげ）

共通　円盤投（えんばんなげ）

共通　四種競技

3 位 綱　のぞみ （久3・9ｍ60）
1 位 松梨　真子 （弥3・10ｍ16）

4 位 大場　有紗 （大3・21ｍ40）

3 位 中村　春佳 （弥3・1720点）

4 位 的井絵麗奈 （久2・９ｍ57）

共通　走高跳（はしりたかとび）

3 位 中川　鈴香 （大3・1ｍ35）

共通　走幅跳（はしりはばとび）

2 位 田中　沙季 （宇3・4ｍ51）
1 位 田中　香帆 （峰3・5ｍ08）

3 位 田中　志歩 （宇3・4ｍ47）

1 位 城下　若葉 （峰3・1ｍ51）

4位 村井　里歌 
　　 渡利　　渚
　　 牧野　翔夏
　　 中西　香穂

（峰・57”3）

１位 上羽　　芹 （峰2・16”5）

1 位 渡利　　渚 （峰1・14”3）
1年　100 ｍ 低学年　4×100 ｍリレー

１位 久保　友子 
　　 和田　千春
　　 松本　　葵
　　 松田早也香

（網・56”3）

3位 平林　香愛 
　　 梅田ちひろ
　　 間芝　彩里
　　 梅田　実優

（弥・57”2）

2 位 平井　　菖 （久1・14”5）

1 位 松田早也香 （網2・13”6）

2 位 吉岡　里穂 （峰3・14”1）
3 位 中西ひなの （峰3・14”2）
4 位 髙田　万也 （久3・14”2）

トラック種目 トラック種目

フィールド種目 フィールド種目

男子の部 女子の部

男子の部 女子の部
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丹ブロ陸上大会結果（速報）

網野中がサヨナラ勝ちで優勝
第 9 回京丹後市長杯争奪中学校野球大会

　

第
９
回
京
丹
後
市
長
杯
争
奪
中
学

校
野
球
大
会
（
市
教
育
委
員
会
、
市

中
学
校
体
育
連
盟
主
催
）
が
６
月
２
、

３
の
両
日
、
峰
山
球
場
（
峰
山
町
）

と
峰
山
中
学
校
で
行
わ
れ
、
市
内
９

校
の
チ
ー
ム
が
白
熱
し
た
試
合
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。
同
大
会
は
、
野
球

を
通
し
て
中
学
生
の
健
全
育
成
や
、

技
術
力
の
向
上
な
ど
を
目
的
に
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

決
勝
戦
は
、
橘

た
ち
ば
な

中
と
網
野
中
が

対
戦
。
２
対
２
で
迎
え
た
最
終
回
、

網
野
中
が
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
し
、
優
勝

を
飾
り
ま
し
た
。

　
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
。

【
優　
勝
】
網
野
中
学
校
（
網
野
町
）

【
準
優
勝
】
橘
中
学
校
（
網
野
町
）

【
３　
位
】
弥
栄
中
学
校
（
弥
栄
町
）

　
　
　
　

 

高
龍
中
学
校
（
久
美
浜
町
）

▲第一試合、接戦となった間人中対高龍中の試合

市
内
９
校
が
２
日
間
の
激
闘

女子800ｍで山田智世さん大会新

丹ブロ陸上大会で市内の中学生が活躍



「
あ
き
ら
め
な
い
こ
と
、
そ
れ
が
冒
険
だ
。」
と
い
う

題
名
が
、
ぼ
く
の
目
に
飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。
こ

の
題
名
に
は
、
作
者
の
思
っ
た
こ
と
が
バ
シ
ッ
と
書

い
て
あ
り
ま
す
。

　
ぼ
く
が
印
象
に
残
っ
た
場
面
は
、
エ
ベ
レ
ス
ト
を

登
り
き
る
所
で
す
。
こ
れ
ま
で
に
野
口
さ
ん
は
エ
ベ

レ
ス
ト
に
２
回
挑
ん
だ
が
、
登
り
き
る
こ
と
が
出
来

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
野
口
さ
ん
は
あ
き
ら

め
ず
に
、
３
回
目
に
エ
ベ
レ
ス
ト
に
挑
ん
で
到
達
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
こ
そ
、
何
度
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
も
、
あ
き
ら
め
な
い
心
を
も
つ
事
な
ん
だ

と
実
感
し
ま
し
た
。

　
ぼ
く
が
こ
の
本
を
読
ん
で
驚
い
た
の
は
、
清
掃
登

山
を
し
に
集
ま
る
人
の
数
が
も
の
す
ご
く
多
い
事
で

す
。
ス
イ
ス
隊
や
ロ
シ
ア
隊
等
合
わ
せ
て
七
隊
が
協

力
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
野
口
さ
ん
が
計
画
し

た
こ
と
で
す
。
そ
れ
だ
け
、「
野
口
さ
ん
の
助
け
に

な
り
た
い
。」と
か「
き
れ
い
な
山
に
な
っ
て
ほ
し
い
。」

と
い
う
願
い
が
こ
も
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
も
う
一
つ
び
っ
く
り
し
た
こ
と
が
、
エ
ベ
レ
ス
ト

で
見
つ
か
っ
た
そ
の
ゴ
ミ
の
多
さ
で
す
。
酸
素
ボ
ン

ベ
、
ロ
ー
プ
、
ビ
ー
ル
び
ん
、
食
料
の
ご
み
な
ど
合

計
１
ト
ン
半
も
ご
み
が
回
収
で
き
た
そ
う
で
す
。
水

牛
の
よ
う
な
動
物
に
背
負
わ
せ
て
運
ん
だ
と
書
か
れ

て
い
た
の
で
、
そ
れ
ほ
ど
重
い
ご
み
が
回
収
さ
れ
て

い
る
の
か
と
、
驚
き
ま
し
た
。

　

野
口
さ
ん
が
山
岳
会
の
人
達
に
、「
エ
ベ
レ
ス
ト

に
登
る
」
と
言
う
と
「
必
ず
死
ぬ
ぞ
！
」
と
か
「
や

め
ろ
！
死
に
行
く
よ
う
な
も
の
だ
！
」
と
言
わ
れ
ま

し
た
が
、
野
口
さ
ん
は
エ
ベ
レ
ス
ト
に
挑
戦
し
続
け

ま
し
た
。
ぼ
く
は
そ
の
く
じ
け
な
い
強
い
心
に
感
動

し
ま
し
た
。

　
ぼ
く
が
こ
の
本
を
読
ん
で
一

番
心
に
残
っ
た
言
葉
は
、
最
後

の
行
の
最
後
の
言
葉
で
す
。

「
あ
き
ら
め
な
い
で
続
け
る
こ

と
だ
。」

　
こ
の
言
葉
に
、
最
後
ま
で
あ

き
ら
め
ず
に
努
力
を
し
て
い
た

ら
、
結
果
は
い
い
こ
と
に
つ
な

が
っ
て
い
く
ん
だ
な
と
思
い
ま

し
た
。
野
口
さ
ん
は
エ
ベ
レ
ス

ト
に
登
る
努
力
を
し
た
結
果
、

登
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
人

は
、地
道
に
努
力
し
て
い
け
ば
、

何
事
に
も
打
ち
勝
て
る
と
思
い

ま
し
た
。

　
野
口
さ
ん
は
、
自
分
か
ら
進

ん
で
勇
気
を
も
っ
て
様
々
な
事

に
挑
戦
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
世
界
各
国
か
ら
野
口

さ
ん
に
心
打
た
れ
た
登
山
家
が
協
力
し
て
く
れ
ま
し

た
。
こ
れ
も
、野
口
さ
ん
の
「
山
を
き
れ
い
に
す
る
。」

と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
の
で
、
頑
張
っ
て
き
た
か
ら

こ
そ
実
現
で
き
た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ぼ
く
も
野
口
さ
ん
を
見
習
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
事

に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
で
す
。
ま
た
、
ぼ
く
は
自
分

が
住
ん
で
い
る
延
利
の
き
れ
い
な
川
を
守
り
た
い
で

す
。
こ
の
川
は
ブ
ナ
林
か
ら
流
れ
て
き
て
い
る
き
れ

い
な
水
で
地
域
の
人
が
畑
や
花
の
水
や
り
、
特
Ａ
の

お
米
が
取
れ
る
田
ん
ぼ
に
使
わ
れ
て
い
る
大
切
な
川

で
す
。
ぼ
く
は
、
川
や
自
然
の
美
し
さ
を
守
り
、
勉

強
も
頑
張
っ
て
人
の
役
に
立
て
る
人
間
に
な
れ
る
よ

う
努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
大
宮
町
五い

十か

河が

か
ら
宮
津
市
上か

み

世せ

屋や

に
ま
た
が
る
地
域
に
、
ブ
ナ
林
（
お
よ

そ
67
㌶
）
が
広
が
り
ま
す
。
こ
の
ブ
ナ

林
の
象
徴
と
も
言
う
べ
き「
大
ブ
ナ
」は
、

丹
後
半
島
の
最
高
峰
「
高た

か

山や
ま

」（
標
高

７
０
２
㍍
）
山
頂
か
ら
少
し
く
だ
っ
た

標
高
６
８
０
㍍
地
点
に
自
生
し
て
い
ま

す
。

　
胸き

ょ
う

高こ
う

幹か
ん

周し
ゅ
う

３・６
５
㍍
・
樹
高
32
㍍
・

推
定
樹
齢
約
３
５
０
年
で
単
木
と
し
て

は
、
京
都
府
下
で
最
も
大
き
な
巨
木
で

す
。
地
上
１・５
㍍
の
と
こ
ろ
で
主
幹
が

３
本
に
分
か
れ
、
そ
こ
か
ら
枝
が
多
数

伸
び
て
い
ま
す
。
平
成
13
年
３
月
27
日

付
で
大
宮
町
指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、

京
丹
後
市
の
文
化
財 

74

（
大
宮
町
五
十
河
）

内
山
の
大
ブ
ナ

５月20日、経
きょう

ヶ
が

岬
みさき

駐車場を出発し、経ヶ岬灯台・袖
志の棚田などのジオサイトを、地元ガイドによる案内で
散策しました。
また、５月27日のジオトレッキングでは、立岩や大

おお

成
なる

古墳、屏風岩などのジオサイトを巡りました。両日、
好天に恵まれ、参加者は自然を満喫し、爽やかな汗を流
しました。

ジオトレッキングは７月も実施します。
青空の下、山陰海岸ジオパークを歩いてみ
ませんか。

現
在
は
、
京
丹
後

市
指
定
文
化
財
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

◆　

◆　

◆

　
標
高
４
５
０

㍍
付
近
の
低
い
標

高
か
ら
ブ
ナ
の
分

布
が
見
ら
れ
る
ほ

か
、「
あ
が
り
こ
」
※
と
呼
ば
れ
る
巨
大
な

ブ
ナ
の
変
木
が
点
在
す
る
な
ど
、
学
術
上

価
値
の
高
い
自
然
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
炭
焼
き
や
芝
刈
り
な
ど
地
域
住

民
の
暮
ら
し
や
営
み
と
深
い
関
わ
り
を
持

ち
な
が
ら
守
ら
れ
て
き
た
優
れ
た
自
然
環

境
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
丹
後
上
世
屋
内

山
京
都
府
自
然
環
境
保
全
地
域
」
と
し
て
、

府
の
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

ブ
ナ
は
、
保
水
・
水
質
浄
化
作
用
に
優

れ
、
豊
富
な
下
生
え
の
植
物
な
ど
を
育
む

こ
と
か
ら
、
自
然
の
豊
か
さ
を
は
か
る
バ

ロ
メ
ー
タ
ー
と
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
元
の
皆
さ
ん
に
よ
る
、
草
刈
り

や
登
山
道
の
整
備
な
ど
保
全
活
動
も

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
平
成
21
年
に
市
木
と
し

て
認
定
し
て
い
ま
す
。

※
薪
炭
生
産
の
た
め
、
幹
の
根
元
よ

り
上
の
部
分
で
伐
採
。
伐
採
さ
れ
た

部
分
か
ら
新
し
い
木
が
生
え
る
過
程

で
こ
ぶ
状
に
な
る
樹
形
を
い
う
。

（
文
化
財
保
護
課
）

京丹後市

ブナ林

市内には、数多くのジオサイト（ジオパーク内で、特徴的な見どころ）が
あります。これらのジオサイト周辺を巡り、山陰海岸ジオパークについて学
びながら歩く「ジオトレッキング」を、今春開催しました。

大成古墳遊歩道から立岩の景観を眺める参加者たち

京都府下で最も大きいブナ

「
登
山
家
野
口
さ
ん
か
ら
学
ん
だ
こ
と
」

府下で最も大きい内山の大ブナ

2021 2012.07 2012.07

　大宮町善王寺出身でニチコン株式会社（本社・京都市）
の創業者・故平井嘉一郎さんを顕彰する作文コンクールの
発表会と表彰式が 5月 19日、アグリセンター大宮で行わ
れました。今年で 3回目。
　大宮町内の小学 4～ 6年生から 317 点の応募があり、
そのうち 11点が入選しました。
　金賞に大宮第三小 6年の岡田佳

けい

佑
すけ

君、銀賞に大宮第一
小 6年の久岡杏

あんず

さん、銅賞に大宮第二小 6年の泉有
ゆう

花
か

さ
んの作文がそれぞれ選ばれました。

５
／
19　
平
井
嘉
一
郎
文
庫
記
念
事
業
「
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
発
表
会
・
表
彰
式 故平井嘉一郎さんの妻・信子さん（前列右から4人目）と入賞者の皆さん

ジオトレッキングで自然を満喫

8日㊐　琴引浜・小浜トレッキング／鳴き砂で有名
な琴引浜、きれいな水晶の砂粒からなる水晶浜、府
下最大の淡水湖「離湖」をめぐるコースです。

15日㊐　かぶと山周辺トレッキング／かぶと山山頂
から眺める景色は絶景です。
　詳細は、市ホームページのイベント情報または広
報おしらせ版NO.195（5月10日発行）12ページ
をご覧ください。　　�  観光振興課（☎69-0450）

ジオトレッキング　7月のご案内

大宮第三小 6年
岡
おか

田
だ

 佳
けい

佑
すけ

 君

金賞作品
第 3回 平井嘉一郎作文コンクール



７月図書館カレンダー
日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７
８ ９ 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31 8/1 ２ ３ ４

問 1
問 2
問 3

交流30 周年を迎える○○○市は京丹後市の友好都市
旧口大野村役場で○○○コンサート開催
コウノトリペアに○○○○○を交付

　自分が“普通”であることを嘆く
中学二年生の逸夫。誰よりも「普通」
を望む同級生の敦子。少女の秘めた
決意と、逸夫の家族が抱える秘密。
普通の少年が自分の周りにいる友人
や家族の過去に触れながら、成長し
ていく物語です。

　静
しず

かな青
あお

い海
うみ

、沖
おき

に浮
う

かぶいさり
火
び

、浜
はま

辺
べ

を動
うご

き回
まわ

るスナガニ。幼
おさな

い
兄
きょう

弟
だい

は満
まん

月
げつ

に向
む

かって泳
およ

ぎ出
だ

しまし
た。父

とう

ちゃんの海
うみ

がくれた、たくさ
んの恵

めぐ

み。海
うみ

と共
とも

に生
い

きること、海
うみ

に生
い

き続
つづ

けることを問
と

いかけてくる
絵
え

本
ほん

です。

　今月号に掲載された記事からクイズを出題します。全問正解
者の中から抽選で５人に図書カード５００円分をプレゼント！

◆応募方法
はがきに ①クイズの答え（○の中に入る数字や文字）②
住所 ③氏名〈ふりがな〉 ④年齢 ⑤電話番号 ⑥広報紙の
感想やイラスト、取り上げてほしいテーマなどをご記入
の上、秘書広報広聴課まで（宛先は裏表紙を参照）。なお、
お寄せいただいた感想やイラストは広報紙に掲載するこ
とがあります。※⑥の項目も忘れずにご記入ください。

◆締め切り
７月 13 日（金）当日消印有効。当選者の発表は来月号の
このコーナーで。

◆６月号の答え
　問１…２２　問２…とり貝　問３…愛する

◆６月号当選者
　山本　信枝さん（網野町）、河戸　常美さん（弥栄町）
　大木　敏正さん（大宮町）、岡本　行光さん（網野町）
　井上　尚美さん（網野町）
　応募総数 24 人、正解者数 22 人でした。
　ご応募ありがとうございました。

■ 宮川　優（みやがわ ゆう）
京丹後コミュ二ティ放送・局長。FM たん
ごメインパーソナリティー。「たんご・モー
ニング・サンド！」のほか 3 本のレギュラー
番組を担当。年間を通してイベント MC
や各ナレーションにも多数出演　梅雨の真っただ中ですが、皆さん

快適に過ごせていますか？ といって
も「快適」ってどんな暮らし？ 暑く
も寒くもなく、さらに便利でのんびり
…と、きりがないので、もっと周辺に
目を向けてみましょう。例えば、海・
山のない生活や田畑を見ない生活っ
て皆さん考えられますか？ 私にとっ
てはあり得ませんが、都会の方はこ
れが当たり前の生活かと…。でもき
っと都会の方だって海・山・里を求
めているはず。
　ところで皆さん、京丹後市久美浜
町蒲

か ま

井
い

にある滞在型の市民農園「蒲
井シーサイドクラインガルテン」を
ご存知ですか？ 日本海からの爽やか
な潮風を浴びながら農業を体験し、
地元住民と触れ合い、年間を通じて
のんびりと田舎暮らしを楽しむこと
ができる施設です。1 区画に簡易宿
泊施設と専用農園があります。利用

者のほとんどが関西の方で、現在は、
10 区画満員御礼です。
  それどころか、27 人の方が、施
設が空くのを待っているという人気
ぶり。気になった私、宮川優も早速、
蒲井シーサイドクラインガルテンを
訪ねてみました。そこで週末ごとに
大阪から家族で来ているという方に
出会いました。「自分で作った野菜は
格別ですね。近所の方からも作り方
を教えてもらいました。でも、ずっと
利用したいけど 5 年後には出なきゃ
ね…」とのこと。そうなんです！ こ
の施設を利用するには、毎年更新が
必要で、利用期間は最長 5 年間なん
です。せっかく京丹後を気に入って

くれたんだから定住してほしい！ で
あれば、将来京丹後に住んでもらう
ために、住居などの情報提供を今の
うちにしておく必要がありますね。
　また、人気の施設であればあと数
カ所、市内の風光明媚な所にあって
もいいのにな…とつぶやく一方、あ
るのが当たり前のように思っている
海・山・里。実は貴重でぜいたくな
存在であること、この 3 つがそろっ
ている丹後が快適な地であり、自分
の居場所だということに改めて気付
き、幸せ気分になった優でした。
※クラインガルテン…ドイツ語で「小さな庭」
のこと。日本では「市民農園」や「滞在型市
民農園」という意味で使われている。

たんご 遊優宮川優の 見聞録

                       　　　　

 たんご・モーニング・サンド！　月～金　7:00 ～ 8:58
 京丹後市からのお知らせ　月～金　13:00 ～ 13:05、16:54 ～ 16:59

市政情報番組 FM たんご FM79.4㎒ Check

３
世
誕
生
と
定
住
化
を
祝
い

　

市
は
６
月
16
日
、
久
美
浜
町
永な

が

留ど
め

に
住
む
コ
ウ

ノ
ト
リ
の
ペ
ア
「
八
べ
え
（
雄
）」
と
「
コ
ウ
ち
ゃ

ん
（
雌
）」
に
特
別
住
民
票
を
交
付
し
ま
し
た
。

　
コ
ウ
ノ
ト
リ
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
子
ど
も

た
ち
が
誇
り
と
愛
着
を
も
っ
て
生
き
る
こ
と
の
で

き
る
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
も
住
め
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」

の
一
環
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
中
山
市
長
か
ら
、「
コ
ウ
ノ
ト
リ
ネ
ッ

ト
京
丹
後
」
の
野
村
重
嘉
代
表
に
特
別
住
民
票
を

手
渡
し
ま
し
た
。

　

今
年
４
月
、
市
民
が
建
て
た
人
工
巣
塔
に
巣
作

り
を
始
め
、現
在
、３
羽
の
ひ
な
を
育
て
て
い
ま
す
。

※
コ
ウ
ノ
ト
リ
３
世
に
よ
る
孵
化
は
兵
庫
県
以
外

で
は
初
め
て
。（
撮
影
日
６
月
10
日
午
後
１
時
40
分
ご
ろ
）

京
丹
後
市
民
と
な
っ
た「
八
べ
え
」

（
左
）
と
「
コ
ウ
ち
ゃ
ん
」

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
ぺ
ア
に「
特
別
住
民
票
」

京都府丹後文化会館 インフォメーション

【主催】京丹後市
　　　㈶京都府丹後文化事業団

19:00 開演（18:30 開場）7/20㊎

 京都府丹後文化会館　☎ 62-5200

　茂山家狂言公演

	京都府丹後文化会館（峰山町杉谷）
	一般…3,000 円

　	高校生以下…2,000 円
　※当日各 500 円増
　※未就学児不可 全席指定

　解説／茂山宗彦

支
援
米
43
袋
を
福
島
県
相
馬
市
へ

　
市
で
は
、
５
月
に
引
き
続
き
、
２
回

目
と
な
る
支
援
米
（
一
袋
30
㌔
玄
米
）

43
袋
を
相
馬
市
へ
届
け
ま
し
た
。

　

ご
支
援
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

東北地方太平洋沖地震
京丹後市災害支援対策本部

☎ 69-0140（総務課内）

支援米継続募集中

　＜演目＞　佐
さ

 渡
ど

 狐
ぎつね

 ・ 柿
かき

 山
やま

 伏
ぶし

 ・ 附
ぶ

 子
す

■まんげつの海
うみ

梅田俊作・佳子／著
　佼成出版社

■水の柩
ひつぎ

　　　　 道尾 秀介／著
講談社

今月のおすすめ

広報クイズ

「快適な暮らし」とは…

　市立図書館のおすすめ本リストを作成します
　夏休みを前に、小学校低学年・中学年・高学年、
中学生向けのおすすめ本リストを作
成します。リストは各図書館 (室 )に
掲示し、ホームページにも掲載します。
夏休みの読書感想文などに役立てて
ください。　
　夏休みは開館時間を変更します
　小中学校が夏休みの期間（7月21日～8月28日）
は、各図書館（室）は午前9時から開館します。（閉
館時間は、これまでどおり）

　ひと口メモ…「今月のおすすめ」コーナーで紹介
しています『まんげつの海』の著者、梅田俊作さん
は京丹後市（網野町）出身で、本の表
紙デザインは、市立図書館利用者カー
ドにも使用しています。

お　知　ら　せ

　大宮図書室は 5月20日、「おもりであそぼう！」と
題して科学あそび教室を開催しました。子どもたちは、
｢水に浮かべたヨット｣ を使い、「重りをどこにつけたら
いい？」「重りの量はどのくらい？」と重りの作用を実
験しながら、学びました。

水に浮いたヨットで実験する参加者

「科学あそび教室」重りの作用を学ぶ
大宮図書館

広報広報 　より多くの市民の皆さんに「広報きょうた
んご」を読んでいただけるように、市内の美

容室や理容店、金融機関などに配架しています。配架にご協
力いただいているお店を紹介します。
■美容室　サニーアイランド 網野店（網野町網野）

2223 2012.07 2012.07

図書館だより
◆開館時間／ 10時〜 18時 （峰山・あみののみ水曜は 19時まで）
　　　　　毎週月曜・毎月 1日は休館日（土日祝日と重なる場合は翌日）

◆貸出／ 1人 20点まで・2週間
◆ ／峰山図書館（☎ 62-5101）大宮図書室（☎ 69-0672）
　　あみの図書館（☎ 72-4946）弥栄図書室（☎ 65-2101）
　　久美浜図書室（☎ 82-1771）丹後図書室（☎ 69-0664）
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若者・よそ者・ばか者がまちをかえる

若さあふれるひと・地域のよさを発見してくれる人・ひとつのことに夢中に打ち込むヒト

▼
梅
雨
の
時
期
、
皆
さ
ん
は
ど

の
よ
う
に
過
ご
さ
れ
ま
す
か
？

つ
い
、
外
出
を
控
え
て
し
ま
い

が
ち
で
す
が
、
こ
ん
な
と
き
こ

そ
陶
芸
や
染
色
、
そ
ば
打
ち
な

ど
、
室
内
の
体
験
施
設
に
出
掛

け
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

そ
こ
に
行
か
な
く
て
は
味
わ
え

な
い
経
験
や
感
動
が
あ
り
、
そ

し
て
経
験
が
新
た
な
発
見
に
つ

な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
▼

陶
芸
で
茶
碗
作
り
は
い
か
が
で

し
ょ
う
？
　
少
々
見
た
目
は
悪

く
て
も
、
世
界
で
た
っ
た
一
つ
の

手
作
り
茶
碗
で
ご
飯
を
食
べ
る

と
お
い
し
さ
倍
増
で
す
よ
。
▼

今
月
は
家
族
連
れ
で
楽
し
め
る

行
事
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

笑
顔
で
触
れ
合
う
親
子
の
姿
を

見
て
、
子
ど
も
の
頃
を
思
い
出

す
と
同
時
に
今
の
自
分
を
振
り

返
り
ま
し
た
。
楽
し
か
っ
た
記

憶
っ
て
、
時
が
経
っ
て
も
覚
え
て

い
ま
す
よ
ね
。
思
い
出
は
い
く

つ
あ
っ
て
も
い
い
。
▼
し
ば
ら

く
し
た
ら
夏
休
み
。
お
出
掛
け

な
ど
、
計
画
は
お
早
め
に
／
樹

男	 28,959人	 （－4）
女	 30,998人	（－8）
計	 59,957人	 （－12）
世帯数	 22,295世帯	（＋10）
6月1日現在、カッコ内は前月比。

住民基本台帳による。

人口・世帯数

広報きょうたんご8月号は7月25日に発行します。

梅
う め

田
だ

 　肇
はじむ

さん（56）　　　　　　　
　　　弥栄町溝谷

地
元
の
素
材
を
生
か
し
て

　
　
　
京
丹
後
を
宣
伝
す
る

京丹後のアイデアマン

　
丹
後
の
伝
統
食
を
代
表
す
る
「
ば
ら
ず
し
」。
地

域
の
祭
り
や
節
句
な
ど
で
振
る
舞
わ
れ
、
誰
も
が

一
度
は
食
べ
た
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
。“
ま
つ
ぶ
た
”

に
具
材
を
敷
き
詰
め
る
こ
と
か
ら
、
ま
つ
ぶ
た
ず

し
と
も
呼
ば
れ
る
。
決
ま
っ
た
作
り
方
は
無
く
、

各
家
庭
で
味
や
具
材
が
異
な
る
の
が
特
徴
。
ば
ら

ず
し
を
手
軽
に
作
っ
て
も
ら
お
う
と
、
本
業
（
メ

ガ
ネ
販
売
）
の
傍
ら
具
材
な
ど
の
加
工
に
挑
む
ア

イ
デ
ア
マ
ン
の
姿
を
追
っ
た
。

　
　
　
　
◆　
　
◆　
　
◆

　
「
食
べ
る
こ
と
が
好
き
。
特
に
ば
ら
ず
し
は
、
子

ど
も
の
こ
ろ
か
ら
好
物
だ
っ
た
。
具
材
の
盛
り
付

け
や
ヘ
ラ
な
ど
で
取
り
分
け
る
様
子
は
、
見
て
い

て
楽
し
か
っ
た
。」
と
昔
を
振
り
返
る
梅
田
さ
ん
。

　
ば
ら
ず
し
は
、
家
族
や
親
戚
と
の
団
ら
ん
や
隣

近
所
へ
の
お
す
そ
分
け
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
核
家
族
化
や
生
活

ス
タ
イ
ル
の
変
化
な
ど
に
よ
り
、
ば
ら
ず
し
を
作

る
機
会
が
減
り
つ
つ
あ
る
。「
何
か
の
か
た
ち
で
丹

後
の
大
切
な
食
文
化
を
残
し
た
い
」
と
考
え
た
梅

田
さ
ん
は
、
昨
年
か
ら
、
地
元
の
家
具
店
と
共
同

で
試
作
を
は
じ
め
、
今
春
、
木
製
の
「
丹
後
ば
ら

ず
し
作
り
体
験
キ
ッ
ト
」
が

完
成
。
盛
付
台
や
３
種
類（
２

人
前
・
４
人
前
・
６
人
前
）

の
ま
つ
ぶ
た
、
し
ゃ
も
じ
な

ど
13
品
を
そ
ろ
え
た
。

「
来
客
や
観
光
客
を
も
て
な

す
際
の
小
道
具
と
し
て
も

使
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
す
。

「
嫁
入
り
道
具
と
し
て
も
役

に
立
つ
」
と
、
特
注
サ
イ
ズ

も
用
意
し
た
。

　
さ
ら
に
、
こ
れ
だ
け
で
は
物
足
り
ず
、
ば
ら
ず

し
が
家
庭
で
簡
単
に
楽
し
み
な
が
ら
作
れ
る
よ
う
、

具
材
セ
ッ
ト
の
試
作
に
挑
戦
し
て
い
る
。
仕
込
み

に
時
間
が
掛
か
る
“
お
ぼ
ろ
”
や
“
し
い
た
け
”

な
ど
を
加
工
（
真
空
パ
ッ
ク
詰
め
）
し
、
味
付
け

の
難
し
い
“
合
わ
せ
酢
”
も
準
備
。
新
米
の
時
期

ま
で
に
は
、
完
成
さ
せ
た
い
と
意
気
込
ん
で
い
る
。

　
府
で
は
、
ば
ら
ず
し
を
丹
後
ら
し
い
特
色
の
あ

る
食
べ
物
（
丹
後
あ
じ
わ
い
食
）
と
位
置
づ
け
て

い
る
。
今
春
に
は
、「
春
の
ば
ら
ず
し
月
間
」
を
開

催
し
、丹
後
ば
ら
ず
し
を
提
供
す
る
お
店
（
25
カ
所
）

を
紹
介
。
米
の
消
費
拡
大
と
併
せ
て
観
光
客
へ
の

Ｐ
Ｒ
活
動
を
推
進
し
て
い
る
。

「
こ
の
イ
ベ
ン
ト
が
具
材
セ
ッ
ト
の
開
発
を
後
押
し

し
た
」
と
梅
田
さ
ん
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
趣
味
の
釣
り
好
き
が
高
じ
て
、

イ
カ
の
さ
し
み
専
用
の
醤
油
や
地
元
産
わ
さ
び
を

醤
油
ア
イ
ス
に
塗
っ
て
食
べ
る
と
い
う
斬
新
な
ア

イ
デ
ア
商
品
を
開
発
。
い
ず
れ
も
“
こ
ん
な
も
の

が
あ
れ
ば
”“
こ
ん
な
組
み
合
せ
が
あ
っ
た
ら
面
白

い
”
と
、
ふ
と
し
た
疑
問
や
思
い
つ
き
か
ら
生
ま

れ
た
。

　
営
業
車
で
市
内
外
を
走
り
回
り
、
４
０
０
０
人

を
超
す
人
た
ち
と
の
交
流
。
多
く
の
情
報
と
経
験

を
商
品
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
る
。

　
商
品
開
発
だ
け
で
な
く
、
新
た
な
観
光
の
目
玉

と
し
て
、
丹
後
の
新
鮮
な
魚
介
類
を
使
っ
た
取
り

組
み
も
企
画
中
と
か
。

　
「
丹
後
は
、
米
や
魚
、
野
菜
な
ど
食
材
の
宝
庫
。

ち
ょ
っ
と
し
た
ア
イ
デ
ア
で
新
た
な
も
の
が
生
ま

れ
る
。
ま
ず
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が
大
切
。
副

業
だ
か
ら
で
き
る
ん
で
す
。」
と
照
れ
な
が
ら
話
す
。

地
元
の
素
材
を
生
か
し
、
何
と
か
し
て
地
域
を
元

気
に
し
た
い
。
梅
田
さ
ん
の
奮
闘
は
つ
づ
く
。

27

丹後ばらずし体験キットの使い方を説明
する梅田さん（メガネショップ事務所にて）
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